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平成20年度施政方針
平成20年度市の予算概要について
4月開館！ 南守谷児童センター・守谷市民交流プラザ
情報ひろば
4月から「特定健康診査・特定保健指導」が始まります！
平成20年度の介護保険料（暫定賦課・仮徴収）について
障害のある方へ　各種サービスをご利用ください
子育て支援情報
平成20年度年間行事予定
生涯学習コーナー
MORIYAフォトニュース
食育だよりvol.20

希望を胸に新たな旅立ち  保育所修了式
　3月26日、土塔中央・北園保育所の修了式が行われました（写
真は土塔中央保育所）。保護者や先生に見守られながら、修了生
たちは所長から修了証書をしっかりと受け取ると、保育所での
楽しい思い出を胸に、立派に巣立っていきました。
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業
を
推
進

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

● 

市
民
と
市
職
員
の
協
働
に
対
す
る
意
識

向
上
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お

い
て
協
働
で
進
め
る
事
業
を
広
め
る

● 

「
守
谷
市
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
条
例
」

を
制
定
し
、
市
民
と
一
緒
に
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

● 

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
内
に
移
転
し
、
機
能
と
サ
ー
ビ

ス
の
拡
大
を
図
り
な
が
ら
、市
民
活
動
団

体
等
に
対
す
る
支
援
を
積
極
的
に
行
う

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
】

● 

守
谷
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
と
連
携
し
、

活
発
な
自
治
会
の
事
例
紹
介
等
の
啓
発

活
動
を
行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
を
図
る

●平成20年度　施政方針

【
防
災
】

● 

耐
震
基
準
改
正
以
前
に
建
築
し
た
住
宅

の
耐
震
診
断
を
引
き
続
き
実
施

●
自
主
防
災
組
織
結
成
の
更
な
る
促
進

● 

「
守
谷
の
地
域
防
災
を
考
え
る
会
」
と

の
連
携
を
深
め
、
市
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
に
努
め
る

【
防
犯
対
策
】

● 

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
強
化
な
ど
、
関
係
団
体
・
警
察
・

市
民
の
協
力
を
得
て
、
地
域
ぐ
る
み
の

防
犯
対
策
に
取
り
組
む

● 

通
勤
・
通
学
路
や
生
活
道
路
に
重
点
的

に
防
犯
灯
を
整
備

●
交
通
安
全
施
設
の
拡
充

【
消
費
者
行
政
】

● 

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
適
切
な
助
言

や
情
報
提
供
、
出
前
講
座
の
開
催

【
学
校
教
育
】

● 

「
守
谷
市
学
校
教
育
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、「
確
か
な
学
力
の
育
成
」
を
重
点

課
題
に
、
新
し
い
時
代
を
た
く
ま
し
く

生
き
抜
く
力
を
育
成

● 

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
、「
英
語
が
使
え
る

児
童
・
生
徒
の
育
成
」
を
推
進

【
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
】

● 

青
色
ミ
ニ
パ
ト
ロ
ー
ル
車
等
の
巡
回
、

あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
、
不
審
者
情

報
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
、
防
犯
教
室

な
ど
を
引
き
続
き
実
施

【
学
校
施
設
】

●
高
野
小
学
校
校
舎
の
増
築

●
守
谷
小
学
校
改
築
の
設
計
・
用
地
取
得

●
黒
内
小
学
校
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事

【
学
校
給
食
】

● 

９
月
か
ら
調
理
部
門
の
民
間
委
託
を
行

い
、
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
の
合
理
化
を

進
め
る

【
生
涯
学
習
】

● 

大
利
根
運
動
公
園
自
由
広
場
の
活
用
を

促
進

● 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
の
活
動
で
全
国
大

会
等
に
出
場
す
る
際
の
遠
征
費
用
を
助
成

● 

国
民
文
化
祭
に
参
加

【
図
書
館
】

● 

「
市
民
一
人
あ
た
り
５
０
０
円（
全
国
平

均
の
２
倍
相
当
）」の
図
書
資
料
費
を
確
保

● 

「
守
谷
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、全
中
学
校
の
学
校
図
書
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
る

【
守
谷
駅
東
西
駅
前
広
場
に
面
す
る
街
区
】

● 

東
口
駅
前
街
区
（
Ａ
１
街
区
）
の
市
有

地
等
に
お
い
て
、
民
間
企
業
を
活
用
し

た
土
地
利
用
を
図
る

【
守
谷
駅
周
辺
一
体
型
土
地
区
画
整
理
事
業
】

●
予
定
ど
お
り
平
成
20
年
度
完
了
見
込
み

【
ク
レ
ト
イ
シ
跡
地
を
含
め
た
松
並
地
区

の
開
発
】

● 

地
権
者
の
意
向
を
十
分
に
把
握
し
な
が

ら
、
事
業
者
等
へ
の
指
導
を
行
う

【
道
路
網
の
整
備
】

● 

都
市
計
画
道
路「
郷
州
沼
崎
線
」「
坂
町

清
水
線
」の
早
期
完
成
に
向
け
て
、
引
き

続
き
用
地
取
得
を
進
め
、
工
事
を
実
施

● 

滝
下
橋
の
慢
性
的
な
渋
滞
解
消
を
図
る

た
め
常
総
市
と
連
携
を
図
り
、「
供
平

板
戸
井
線
」
の
整
備
具
現
化
に
向
け
、

関
係
機
関
に
働
き
か
け
る

【
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
】

●
東
京
駅
延
伸
の
実
現
に
向
け
取
り
組
む

【
上
下
水
道
】

● 

老
朽
管
の
更
新
工
事
を
継
続
し
て
実
施

し
、
災
害
に
強
い
配
水
管
網
を
整
備

● 

浄
化
セ
ン
タ
ー
改
築
更
新
工
事
を
継
続

し
て
実
施

● 

浄
水
場
と
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
一
体
的
な

包
括
管
理
委
託
を
実
施

【
農
業
】

●
「
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
事
業
」を
推
進

● 

安
心
・
安
全
な
生
鮮
品
の
供
給
を
図
る

産
地
直
売
を
支
援
し
、地
産
地
消
を
促
進

● 

大
野
地
区
・
菅
生
沼
南
部
地
区
で
取
り

組
む
農
地
や
、
水
を
守
る
共
同
活
動
と

環
境
保
全
を
引
き
続
き
支
援

【
市
民
農
園
】

● 

新
た
に
瓜
代
農
園
を
開
園
し
、
遊
休
農

地
の
有
効
活
用
を
図
る

【
商
工
業
】

● 

自
治
金
融
・
振
興
金
融
制
度
の
信
用
保

証
料
補
給
や
、
地
域
産
業
資
源
活
用
事

　

施
策
の
実
施
に
は
、
効
率
的・
効
果
的
な

事
務
事
業
の
実
施
、
優
先
順
位
に
基
づ
い
た

事
務
事
業
の
選
択
、
さ
ら
に
は
、
財
源
の
裏

付
け
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

Ｔ
Ｘ
効
果
は
あ
る
も
の
の
、
市
の
財
政

は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
行
政

改
革
を
さ
ら
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
や
財
政
健
全
化
計

画
な
ど
を
柱
と
す
る
「
守
谷
市
行
政
改
革 

集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
行
財
政

の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

か
な
心
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

豊

適
で
ゆ
と
り
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

快

力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

活

と
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
づ
く
り

心
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施
政
方
針

　

守
谷
市
は
今
、
Ｔ
Ｘ
が
開
業
し
、「
発

展
」
か
ら
「
展
開
」
へ
と
、
新
た
な
段

階
へ
歩
み
始
め
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
４
年
の
守
谷
町
長
就
任
以

来
、「
ま
ち
づ
く
り
は
市
民
が
主
人
公
で

あ
る
」
と
の
考
え
に
基
づ
き
各
種
施
策
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
多
く
の
市
民
参
画

の
も
と
、「
市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
も
引
き
続
き「
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」、

「
市
民
と
あ
ゆ
む
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」、

「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
を
活
か
し
た

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ
を
重

点
課
題
と
し
て
掲
げ
、
子
育
て
支
援
・

教
育
の
充
実
、
市
民
協
働
な
ど
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
ま

ち
・
も
り
や
」
の
実
現
に
向
け
、市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、守
谷
市
に
「
住
ん
で

み
た
い
」、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」、「
住
み
つ

づ
け
た
い
」
と
だ
れ
も
が
思
う
、そ
ん
な
誇

り
の
持
て
る
ま
ち
を
創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

守
谷
市
長　

会
田　

真
一

● 

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ひ
こ
う
せ
ん
」

の
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営

【
災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
の
支
援
】

● 

災
害
時
要
援
護
者
登
録
台
帳
を
整
備

し
、情
報
を
民
生
委
員
と
共
有
し
、関
係

機
関
と
連
携
し
て
支
援
体
制
を
整
え
る

【
高
齢
者
福
祉
】

● 

南
守
谷
児
童
セ
ン
タ
ー
内
に
、
出
前
サ

ロ
ン
「
異
世
代
交
流
室
」
を
開
設

● 

平
成
23
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
「
第

４
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護

保
険
事
業
計
画
」
を
策
定

【
介
護
保
険
】

● 

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
、

生
活
機
能
に
不
自
由
の
あ
る
高
齢
者
に

対
す
る
個
別
相
談
や
改
善
指
導
の
充
実

● 

要
介
護
状
態
の
軽
減
や
悪
化
防
止
を
図

る
な
ど
、介
護
費
用
の
適
正
化
に
努
め
る

【
保
健
事
業
】

● 

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
市
民
活
動
の
輪

を
広
げ
る
と
と
も
に
、
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
実
施

● 

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
各
種
教
室

を
重
点
的
に
開
催
し
、「
自
分
の
健
康
は

自
ら
つ
く
り
、
自
ら
守
る
」
と
い
う
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
実
施

● 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
高
齢

【
児
童
の
健
全
育
成
】

● 

南
守
谷
児
童
セ
ン
タ
ー
及
び
北
守
谷
児

童
セ
ン
タ
ー
（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

を
開
館

● 

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
内
へ
家
庭
児
童
相

談
室
及
び
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
移
設
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
た
に
児
童
の
一

時
預
か
り
を
実
施

● 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
子
育
て

家
庭
へ
の
よ
り
一
層
の
支
援
を
実
施

●
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」の
更
な
る
充
実

●
老
朽
化
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
を
整
備

【
保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
】

●
既
存
保
育
所
の
定
員
を
１
２
０
名
増
員

● 

平
成
21
年
度
以
降
の
新
規
保
育
所
開
設

を
目
指
し
、
民
設
民
営
保
育
所
の
誘
致

を
促
進

【
障
害
者
福
祉
】

● 

「
守
谷
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
」
を

設
立
し
、
地
域
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
、
相
談
・
給
付
支

援
体
制
の
充
実
を
図
る

者
の
個
人
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、
新
た
に
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
に

対
す
る
助
成
を
実
施

【
医
療
福
祉
事
業
】

● 

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
及
び
妊

産
婦
の
医
療
費
に
対
す
る
助
成
を
実
施

【
国
民
健
康
保
険
事
業
】

● 

引
き
続
き
、
納
税
相
談
や
徴
収
嘱
託
員

制
度
等
を
活
用
し
た
保
険
税
の
収
納
対

策
と
、
医
療
費
適
正
化
対
策
を
推
進

● 

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
制

度
周
知
と
受
診
勧
奨
に
努
め
る

● 

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
定
員
枠
を

撤
廃

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

● 

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と

連
携
し
、
制
度
改
正
に
伴
う
激
変
緩
和

措
置
に
よ
る
円
滑
な
制
度
移
行
を
図
る

【
環
境
対
策
】

● 

５
月
30
日
か
ら
「
守
谷
市
ポ
イ
捨
て
等

防
止
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行

● 

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
が

実
施
す
る
生
ご
み
堆
肥
化
事
業
を
支
援

し
、
資
源
物
回
収
や
ご
み
分
別
の
徹
底

を
推
進

● 

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
建
替
え
工
事
の
平

成
22
年
度
完
成
を
目
指
す

● 

家
庭
や
事
業
所
に
対
し
、省
エ
ネ
生
活
の

推
進
や
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
意
識
向

上
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
引
き
続
き
推
進

平
成
20
年
度

施
政
方
針

心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

安

　

平
成
20
年
守
谷
市
議
会
の
初
日
、
市
長
は
市
政
運
営
の
方
針

や
重
要
施
策
の
大
綱
な
ど
、
平
成
20
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ

ま
し
た
。

　

全
文
は
市
役
所
企
画
課
・
各
公
民
館
・
文
化
会
館
の
窓
口
、
又

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

全
で
う
る
お
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

安
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●
一
般
会
計　

前
年
度
予
算
と

比
べ
る
と
８
億
７
３
０
０
万
円

増
額
（
6.0
％
増
）
の
１
５
４
億

円
と
な
り
ま
し
た
。
守
谷
小
学

校
改
築
事
業
や
高
野
小
学
校
校

舎
の
増
築
事
業
と
い
っ
た
教
育

環
境
の
整
備
や
、
民
間
保
育
所

経
費
の
増
額
、
南
北
児
童
セ
ン

タ
ー
の
開
所
と
い
っ
た
子
育
て

支
援
に
重
点
を
置
い
た
予
算
編

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
市
債
の
繰
上
償
還
を
実
施

す
る
な
ど
、
将
来
の
公
債
費
負

担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
歳
入
は
…

▼
市
税
は
、
人
口
の
増
加
や
マ

ン
シ
ョ
ン
、
戸
建
住
宅
の
増
加

に
よ
り
6.5
％
の
増
▼
財
産
収
入

は
、
市
有
地
の
売
払
い
収
入
の

増
額
に
よ
り
19
・
９
％
の
増
▼

繰
入
金
は
、
児
童
セ
ン
タ
ー
建

設
の
財
源
と
し
た
基
金
借
入
金

の
減
額
、
守
谷
駅
周
辺
一
体
型

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
（
20
年
度
完
了
予
定
）
か
ら

の
繰
入
金
の
減
額
に
よ
り
62
・

●
一
般
会
計

　

 

市
の
行
政
の
基
本
的
な
経
費
、

例
え
ば
福
祉
・
教
育
・
土
木

な
ど
に
要
す
る
経
費
に
つ
い

て
、
市
税
な
ど
を
主
な
財
源

と
し
て
経
理
す
る
会
計

●
特
別
会
計

　

 

事
業
目
的
を
限
定
し
、
特
定

の
歳
入
を
特
定
の
支
出
に
充

て
て
経
理
す
る
会
計

●
企
業
会
計

　

 

地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
し

た
公
営
企
業
会
計
。
民
間
企

業
の
会
計
に
近
い

●
自
主
財
源

　

 

市
税
や
施
設
の
使
用
料
な
ど

市
が
独
自
に
調
達
す
る
お
金

●
依
存
財
源

　

 

国
・
県
支
出
金
や
市
債
な
ど

の
お
金

●
市
税

　

 

地
方
税
法
な
ど
の
規
定
に
基

づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
市

内
に
事
業
所
を
持
つ
法
人
な

ど
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金

●
繰
入
金

　

 

特
別
会
計
や
基
金
な
ど
か
ら

一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
る
お
金

●問合先　市役所財政課　内線211～213

平
成
20
年
度
の
予
算
規
模
は

用
語
解
説

100億 2,920万円（6.5％）　＊１

9億3,935万円（19.9％）

1億5,010万円（▲62.2％）

3億3,552万円（▲0.7％）

4億6,561万円（▲1.2％）　＊2

9億 7,508万円（14.1％）

6億7,964万円（14.7％）

6億8,450万円（18.9％）

4億4,730万円（▲1.7％）

2億2,990万円（0.8％）

1億1,020万円（91.0％）

3億5,360万円（1.1％）　＊3

94億1,321万円

7億8,363万円

3億9,734万円

3億3,776万円

4億7,121万円

8億5,468万円

5億9,267万円

5億7,580万円

4億5,520万円

2億2,800万円

5,770万円

3億4,980万円

自   
主
財 
源

市 税

財 産 収 入

諸 収 入

繰 入 金

そ の 他

依
　
存
　
財
　
源

国庫支出金

県 支 出 金

市 債

地 方 消 費
税 交 付 金

地方譲与税

地 方 特 例
交 付 金

そ の 他

　内訳
　＊１　市民税
　　　　固定資産税
　　　　軽自動車税
　　　　市たばこ税
　　　　都市計画税

　＊２　分担金及び負担金
　　　　繰越金
　　　　使用料及び手数料

　＊３　地方交付税
　　　　自動車取得税交付金
　　　　株式等譲渡所得割交付金
　　　　利子割交付金
　　　　配当割交付金
　　　　交通安全対策特別交付金

48億9,881万円
40億9,362万円

5,823万円
3億3,965万円
6億3,889万円

2億855万円
1億7,000万円
　　8,706万円

1億3,000万円
8,760万円

　　2,520万円
　　4,800万円
　　4,980万円
　　1,300万円

  市税

65.1％
77.4％

依
存

  

財
源 自

主
財
源

22.6％

財産収入
6.1％

繰入金　1.0％
諸収入　2.2％

その他　3.0％

国庫支出金　6.3％

県支出金　4.4％
市債　4.4％

地方消費税交付金　2.9％
地方譲与税　1.5％

地方特例交付金　0.7％
その他　2.4％

��

���

��

一般会計歳入
154億円

平成20年度（前年度比）
平成19年度

平
成
20
年
度
予
算
が
、
３
月
の
市
議
会
定
例
会
で
議
決

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成20年度

市
の
予
算
概
要
に
つ
い
て

5 広報もりや2008.4.10

２
％
の
大
幅
減
▼
国
庫
支
出
金

は
、
民
間
保
育
所
の
定
員
増
に

よ
り
民
生
費
国
庫
負
担
金
の
増

額
、
都
市
計
画
道
路
整
備
に
よ

る
土
木
費
国
庫
補
助
金
の
増
額

に
よ
り
14
・
１
％
の
増
▼
県
支

出
金
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
創
設
に
よ
る
民
生
費
県
負
担

金
の
増
額
に
よ
り
14
・
７
％
の

増
▼
市
債
は
、
守
谷
小
学
校
用

地
取
得
事
業
債
な
ど
教
育
債
の

増
に
よ
り
18
・
９
％
の
増

●
歳
出
は
…

▼
民
生
費
は
、
19
年
度
に
実
施

し
た
児
童
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
費
が
大
き
く
減
額
と
な
る
一

方
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創

設
に
伴
う
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
へ
の
負
担
金
の
増
額
、

民
間
保
育
所
の
定
員
増
に
よ
る

民
間
保
育
所
委
託
経
費
の
増
額

な
ど
に
よ
り
0.8
％
の
増
▼
教
育

費
は
、
守
谷
小
学
校
改
築
に
向

け
た
用
地
買
収
や
、
高
野
小
学

校
校
舎
の
増
築
工
事
、
黒
内
小

学
校
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事

な
ど
に
よ
り
11
・
６
％
の
増
▼

公
債
費
は
、
高
金
利
市
債
の
繰

上
償
還
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
21
・
３
％
の
増
▼
土
木
費
は
、

郷
州
沼
崎
線
及
び
坂
町
清
水
線

の
整
備
事
業
費
や
、
公
園
の
改

修
事
業
費
な
ど
が
増
額
に
な
る

●
諸
収
入

　
 

給
食
費
や
預
金
利
子
な
ど
の

お
金

●
使
用
料
及
び
手
数
料

　

 

市
の
施
設
や
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
人
か
ら
、
そ
れ

に
要
す
る
経
費
を
負
担
し
て

も
ら
う
お
金

●
分
担
金
及
び
負
担
金

　

 

市
が
行
う
事
業
で
、
特
に
利

益
を
受
け
る
人
か
ら
、
そ
の

受
益
の
程
度
に
応
じ
て
負
担

し
て
も
ら
う
お
金

●
市
債

　

 

利
益
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
将

来
の
市
民
に
も
公
平
に
費
用

を
負
担
し
て
も
ら
う
よ
う
、

多
額
の
費
用
が
必
要
な
建
設

事
業
を
行
う
と
き
に
借
り
る

お
金

●
収
益
的
収
入
（
支
出
）

　

 

企
業
の
営
業
経
営
活
動
に
伴

い
発
生
す
る
収
入
（
料
金
収

入
）
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る

支
出
（
職
員
給
与
費
、
支
払

利
息
、
減
価
償
却
な
ど
）

●
資
本
的
収
入
（
支
出
）

　

 

経
営
規
模
拡
大
の
た
め
の
施

設
建
設
な
ど
に
要
す
る
経
費

（
建
設
改
良
費
、
企
業
債
償

還
金
な
ど
）
と
、
そ
れ
に
必

要
な
収
入

●平成20年度市の予算概要について

一
方
、
守
谷
駅
周
辺
一
体
型
土

地
区
画
整
理
地
内
の
工
事
が
ほ

ぼ
完
了
し
た
こ
と
に
伴
う
同
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
や
、
新
守

谷
駅
前
歩
道
橋
耐
震
補
強
工
事

の
減
額
に
よ
り
0.1
％
の
減
▼
衛

生
費
は
、
予
防
接
種
事
業
の
拡

大
や
塵じ
ん

芥か
い

処
理
費
の
増
額
に
よ

り
3.9
％
の
増

特別会計  77 億 2,080 万円（前年度比▲ 18.8％）

国民健康保険 41億 6,668 万円（4.5％）
老人保健 2億 654 万円（▲ 91.3％）

後期高齢者医療（※） 4億 2,661 万円（－）
介護保険 21億 6,751 万円（9.7％）

介護サービス事業 1,342 万円（0.9％）
守谷駅周辺一体型土
地区画整理事業 6億 9,843 万円（▲ 36.4％）

農業集落排水事業 4,161 万円（▲ 1.2％）
水道事業会計  18 億 6,396 万円（前年度比▲ 20.1％）

収益的支出 14億 2,358 万円（19.0％）
資本的支出 4億 4,038 万円（▲ 61.3％）

公共下水道事業会計  19億1,518万円（前年度比▲6.8％）

収益的支出 13億 623 万円（8.0％）
資本的支出 6億 895 万円（▲ 28.0％）

39億 5,822万円（0.8％）

39億2,659万円

29億 8,444万円（11.6％）

19億 7,539万円（▲0.1％）

18億 8,876万円（6.5％）

20億 4,507万円（21.3％）

10億 8,679万円（3.9％）

9億4566万円（1.4％）

1億9,384万円（▲11.7％）

1億9,814万円（7.0％）

7,681万円（4.5％）

4,688万円（42.1%)　＊４

26億7,453万円

1億8,521万円

2億1,941万円

9億3,266万円

10億 4,572万円

16億 8,665万円

17億 7,324万円

19億 7,650万円

7,349万円

3,300万円

民 生 費

教 育 費

公 債 費

土 木 費

総 務 費

衛 生 費

消 防 費

農 林 水
産 業 費

議 会 費

商 工 費

そ の 他

民生費
25.7％

教育費
19.4％

土木費
12.8％

総務費
12.3％

公債費
13.3％

衛生費
   7.0％

消防費　6.1％
農林水産業費　1.3％

議会費　1.3％
商工費　0.5％
その他　0.3％

��

���

��

一般会計歳出
154億円

※本年度新設の特別会計

内訳
＊４　労働費
　　　諸支出金
　　　予備費

11万円
2,677 万円
2,000 万円
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●
ア
ー
ト
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

５
０
０
万
円

　

 

県
主
催
ア
ー
カ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

画
し
、
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

●
循
環
バ
ス
運
行
経
費

２
１
２
８
万
円

　

循
環
バ
ス
運
行
に
対
す
る
補
助

●
情
報
政
策
経
費

１
億
６
２
１
９
万
円

　

 

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
の
国
・

自
治
体
間
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
及

び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
実
施
、
適
正

な
シ
ス
テ
ム
の
運
用
・
管
理

●
防
災
関
係
経
費

２
０
３
万
円

　

 

防
災
倉
庫
内
備
蓄
品
の
更
新
、
防
災
ガ

イ
ド
の
作
成

●
交
通
安
全
対
策
総
務
費

１
２
０
万
円

　

 

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
及
び
啓
発
活

動
の
実
施

●
広
報
活
動
費

１
２
８
３
万
円

　

 

広
報
も
り
や
・
広
報
も
り
や
お
し
ら
せ

版
及
び
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
発
行
・
配
布

●
財
産
管
理
事
務
費

３
３
１
万
円

　

 

市
有
地
（
２
万
４
９
７
㎡
）
の
草
刈
り

を
実
施
。
利
用
計
画
の
な
い
市
有
地
を

売
り
払
い
、
財
源
を
確
保

●
徴
収
事
務
費

４
０
９
４
万
円

　
 

コ
ン
ビ
ニ
納
入
の
推
進
と
茨
城
租
税
債

権
管
理
機
構
と
の
差
押
処
分
の
強
化

●
市
民
活
動
支
援
事
業
（
セ
ン
タ
ー
分
）

７
４
２
万
円

　

 

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を
啓
発
し
、

市
民
活
動
団
体
へ
情
報
交
換
の
場
を
提
供

●
市
民
活
動
支
援
事
業

９
２
９
万
円

　

 

自
治
公
民
館
建
設
の
補
助
や
、自
治
会
・

町
内
会
の
活
動
に
必
要
な
機
材
の
貸
出

●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

１
２
０
万
円

　

 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
啓
発
活
動
及
び

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
推
進
組
織

の
支
援

●
区
長
関
係
経
費

３
５
１
２
万
円

　

 

自
治
会
・
町
内
会
へ
の
文
書
配
布
な
ど

の
業
務
委
託

●
国
際
交
流
推
進
経
費

３
４
４
万
円

　

 

姉
妹
都
市
交
流
や
市
国
際
交
流
協
会
へ

の
補
助

●
青
少
年
海
外
派
遣
事
業

６
６
５
万
円

　

 

姉
妹
都
市
グ
リ
ー
リ
ー
市（
ア
メ
リ
カ
）

に
団
員
を
派
遣
。
国
際
社
会
に
対
応
で

き
る
人
材
育
成
を
図
る

●
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

94
万
円

　

 

男
女
共
同
参
画
啓
発
・
推
進
に
関
す

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
、
セ
ミ
ナ
ー
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

●
防
犯
対
策
総
務
費

２
０
１
万
円

　

 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
、
啓
発
用
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
や
チ
ラ
シ
の
配
布
、
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
貸
出
を
実
施

●
啓
発
事
業
経
費

５
５
８
万
円

　

 

同
和
教
育
講
演
会
・
研
修
会
の
実
施
及

び
街
頭
啓
発

●
生
活
相
談
事
業

１
１
３
万
円

　

 

生
活
相
談
員
２
名
が
家
庭
訪
問
を
行

い
、
各
種
相
談
に
応
じ
る

●
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

１
億
９
７
４
８
万
円

　

 

障
害
者
の
居
宅
介
護
や
施
設
へ
の
入
所
・

通
所
の
支
援
、
身
体
障
害
者（
児
）へ
の

補
装
具
の
給
付

●
災
害
時
要
援
護
者
支
援
事
業

46
万
円

　

 

災
害
時
に
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
市

民
の
情
報
を
民
生
委
員
と
共
有
し
、
迅

速
な
救
助
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備

●
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
貸
付
金

５
０
０
万
円

　

 

高
額
療
養
費
支
給
予
定
額
の
９
割
を
無

利
子
貸
付

●
国
民
健
康
保
険
出
産
費
貸
付
金

１
４
０
万
円

　

 

出
産
予
定
日
に
合
わ
せ
て
、
費
用
の
一

部
（
８
割
限
度
）
を
無
利
子
貸
付

●
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負
担
金

１
億
８
６
６
４
万
円

　

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
医
療
給
付
金

を
広
域
連
合
に
納
付

●
医
療
福
祉
費

２
億
５
０
３
７
万
円

　

 

疾
病
・
負
傷
に
要
す
る
診
療
・
調
剤
費
、

柔
道
整
復
師
の
施
術
及
び
治
療
用
補
装

具
に
対
す
る
医
療
費
の
扶
助

▲市民交流プラザ

総

務

費

民

生

費

一
般
会
計
の
主
な
事
業

　

1
5
4
億
円
の
使
い
み
ち
…

※
「
☆
」
は
新
規
事
業
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●
医
療
福
祉
費
（
市
単
独
分
）

３
８
６
７
万
円

　

 

乳
幼
児
と
妊
産
婦
の
所
得
制
限
を
廃
止

し
、
必
要
な
医
療
が
容
易
に
受
け
ら
れ

る
よ
う
市
単
独
で
助
成

●
介
護
予
防
・
生
き
が
い
活
動
支
援
事
業

６
０
６
万
円

　

 

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
社
会
参
加
を
促

進
し
、
地
域
に
お
け
る
交
流
・
健
康
づ

く
り
の
場
（
出
前
サ
ロ
ン
）
を
確
保
し
、

健
康
維
持
と
社
会
交
流
の
推
進
及
び
引

き
こ
も
り
を
防
止

●
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

７
２
８
１
万
円

　

 

放
課
後
の
留
守
家
庭
児
童
（
小
学
１
〜

３
年
生
）
の
健
全
育
成
を
図
る
。
ま
た

４
〜
６
年
生
の
留
守
家
庭
の
児
童
を
対

象
に
、
夏
休
み
の
保
育
を
実
施

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

１
２
１
７
万
円

　

 

保
育
所
・
幼
稚
園
の
送
迎
、
就
学
前
児

童
の
一
時
預
か
り
、
学
童
保
育
の
迎
え

及
び
帰
宅
後
の
一
時
預
か
り
、
サ
ポ
ー

タ
ー
育
成
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
相

互
援
助

●
民
間
保
育
所
委
託
経
費

４
億
１
７
３
５
万
円

　

 

待
機
児
童
解
消
の
た
め
民
設
民
営
に
よ

る
保
育
園
へ
の
事
業
委
託

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
総
務
費

１
３
９
９
万
円

　

 

夢
っ
子
ひ
ろ
ば
開
催
に
よ
り
、
地
域
で

子
育
て
を
共
有
で
き
る
居
場
所
を
提
供

し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

を
整
備

☆
南
守
谷
児
童
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

４
２
０
２
万
円

　

 

け
や
き
台
４
丁
目
に
新
設
。
18
歳
未
満

の
児
童
生
徒
の
居
場
所
確
保
と
健
全
育

成
の
た
め
の
環
境
整
備
、
指
定
管
理
者

に
よ
る
運
営

☆
北
守
谷
児
童
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

４
８
１
４
万
円

　

 

御
所
ケ
丘
５
丁
目
の
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

に
新
設
。
18
歳
未
満
の
児
童
生
徒
の
居

場
所
確
保
と
健
全
育
成
の
た
め
の
環
境

整
備
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営

●
各
種
検
診
事
業

３
９
８
２
万
円

　

 

生
活
習
慣
病
や
が
ん
な
ど
の
各
種
検
診

を
実
施
し
、
病
気
を
早
期
発
見
し
、
重

症
化
を
防
ぐ
。
ま
た
、
健
康
づ
く
り
健

康
診
査
を
実
施

●
妊
婦
・
乳
幼
児
等
事
業

３
５
４
２
万
円

　

 

妊
婦
の
健
康
診
査
の
助
成
回
数
を
２
回

か
ら
５
回
に
増
や
し
、
母
体
や
胎
児
の

健
康
確
保
と
安
全
な
出
産
を
促
進
。
子

育
て
支
援
の
た
め
の
各
種
健
康
診
査
や

教
室
を
実
施
し
、
家
族
ぐ
る
み
の
生
活

習
慣
病
予
防
を
図
る

●
予
防
接
種
事
業

８
０
４
１
万
円

　

 

各
種
予
防
接
種
を
実
施
し
、
感
染
症
の

発
生
及
び
蔓ま
ん
え
ん延
の
予
防
を
図
る

☆
ポ
イ
捨
て
等
防
止
事
業

２
３
９
万
円

　

 

守
谷
市
ポ
イ
捨
て
等
防
止
に
関
す
る
条

例
の
施
行
に
伴
い
、
強
化
区
域
に
指
導

員
を
配
置
し
、
ポ
イ
捨
て
等
防
止
の
啓

発
・
指
導
及
び
過
料
を
徴
収
。
啓
発
・

周
知
看
板
設
置

☆
利
根
川
左
岸
河
川
敷
環
境
保
全
事
業

18
万
円

　

 

利
根
川
左
岸
河
川
敷
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
実
行
委
員
会
・
各
種
企
業
・
団
体
と

実
施
す
る
と
と
も
に
、
8.5 
ha
に
コ
ス
モ

ス
を
咲
か
せ
、良
好
な
環
境
を
保
全
す
る

●
常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　

負
担
金 

４
億
３
１
４
万
円

　

 

一
般
廃
棄
物
の
処
理
・
資
源
化
を
実
施

す
る
広
域
事
業
へ
の
負
担
金

●
廃
棄
物
減
量
等
推
進
事
業１

０
１
８
万
円

　

 

資
源
ご
み
回
収
報
奨
金
、
生
ご
み
処
理

機
等
購
入
費
の
補
助

●
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
事
業

１
９
１
９
万
円

　

 

ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
安

定
し
た
生
産
調
整
。
化
学
肥
料
・
農
薬

の
使
用
量
を
減
ら
し
た
特
別
栽
培
米
の

生
産
を
推
進

●
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

３
６
５
万
円

　

 

農
地
・
水
・
環
境
の
良
好
な
保
全
と
質
的

向
上
を
図
る
活
動
組
織
に
対
す
る
補
助

●
瓜
代
農
園
事
業

５
０
８
万
円

　

 

高
野
地
区
の
瓜
台
農
園
管
理
費
。
野
菜

や
花
等
の
栽
培
を
通
じ
自
然
に
ふ
れ
あ

う
こ
と
に
よ
っ
て
農
業
の
理
解
を
深
め
る

●一般会計の主な事業

▲南守谷児童センター

▲利根川左岸にあるコスモス畑

衛

生

費

農
林
水
産
業
費
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●
商
工
振
興
総
務
費

７
５
１
万
円

　

商
工
会
に
事
業
・
運
営
費
を
補
助

●
中
小
企
業
事
業
資
金
経
費３

２
３
７
万
円

　

 

市
内
中
小
企
業
者
に
対
す
る
事
業
資
金

の
融
資
斡あ
っ
せ
ん旋
と
保
証

●
消
費
者
行
政
総
務
費

３
６
６
万
円

　

 

相
談
員
が
週
５
日
間
（
月
〜
金
曜
日
）、

消
費
者
か
ら
の
相
談
に
対
応
。
高
齢
者

の
た
め
の
消
費
生
活
出
前
講
座
を
実
施

●
道
路
補
修
経
費

１
億
７
０
７
８
万
円

　

 

道
路
の
悪
化
し
た
箇
所
の
補
修
、
路
盤

調
査
業
務
、
道
路
補
修
工
事

●
道
路
新
設
改
良
事
業

１
億
９
０
２
万
円

　

  

生
活
道
路
を
拡
幅
整
備
し
、
緊
急
車
輌

の
円
滑
な
通
過
の
確
保
と
交
通
の
利
便

性
・
居
住
環
境
の
向
上
を
図
る

☆
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
修
正
事
業

１
３
６
８
万
円

　

 

平
成
11
年
に
策
定
し
た
都
市
計
画
の
修

正
・
土
地
利
用
方
針
を
定
め
る

☆ 

守
谷
駅
東
口
駅
前
街
区
賑に
ぎ
わ
い
創
出
事
業

４
３
１
７
万
円

　

 

駅
前
の
商
業
街
区
（
Ａ

－

１
街
区
）
の

市
有
地
等
に
お
い
て
、
民
間
企
業
を
活

用
し
た
土
地
利
用
を
図
り
、
賑
わ
い
を

創
出

●
公
園
維
持
管
理
経
費３

億
６
０
４
０
万
円

　

 

公
園
内
の
植
栽
管
理
（
草
刈
り
、消
毒
、

刈
込
み
）、
遊
歩
道
の
維
持
管
理
、
公

園
内
清
掃
、
施
設
の
修
繕

●
自
由
通
路
等
維
持
管
理
経
費

２
６
２
０
万
円

　

 

通
路
や
ト
イ
レ
の
清
掃
委
託
、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
保
守
点
検

●
坂
町
清
水
線
整
備
事
業

１
億
５
６
２
０
万
円

　
 

用
地
買
収
・
補
償
費
、
工
事
費
、
不
動
産

鑑
定
な
ど

●
郷
州
沼
崎
線
整
備
事
業

３
億
８
４
１
２
万
円

　

 

用
地
買
収
、
工
事
費
、
オ
オ
タ
カ
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
業
務
委
託
な
ど

●
常
備
消
防
費

８
億
９
５
３
７
万
円

　

 

常
総
広
域
消
防
の
管
理
・
運
営
に
対
す

る
負
担
金

●
消
防
施
設
整
備
事
業

１
６
９
０
万
円

　

 

防
火
水
槽
解
体
工
事
、
消
防
用
具
格
納

箱
設
置
工
事
な
ど

●
小
学
校
施
設
維
持
補
修
事
業

１
７
２
６
万
円

　

 

各
小
学
校
の
施
設
修
繕
料
、
御
所
ケ
丘

小
学
校
理
科
室
床
修
繕
工
事
な
ど

●
守
谷
小
学
校
改
築
事
業

２
億
５
５
５
９
万
円

　

校
舎
改
築
工
事
の
実
施
設
計
・
用
地
取
得

●
黒
内
小
学
校
体
育
館
耐
震
補
強
事
業

１
億
３
８
５
０
万
円

　

体
育
館
耐
震
補
強
工
事
及
び
改
修
工
事

●
高
野
小
学
校
校
舎
増
築
事
業

１
億
７
７
３
１
万
円

　

校
舎
増
築
工
事
、
必
要
な
備
品
の
整
備

●
中
学
校
施
設
維
持
補
修
事
業

３
９
６
７
万
円

　

 
各
中
学
校
の
施
設
修
繕
料
、
御
所
ケ
丘

中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
工
事

●
英
語
指
導
助
手
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
３
０
１
万
円

　

 

各
小
中
学
校
に
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ

Ｔ
）
を
配
備
し
、
語
学
力
の
向
上
と
国

際
理
解
教
育
の
充
実
を
図
る

●
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
維
持
管
理
経
費

５
１
７
７
万
円

　

 

施
設
警
備
、
保
守
点
検
、
清
掃
、
調
理

機
器
修
繕
、
ボ
イ
ラ
ー
等
備
品
購
入

●
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

１
５
８
万
円

　

 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会
、
自
由
参

加
種
目
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
健
康
測
定
な
ど

●
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催
事
業

１
４
２
万
円

　

 

中
学
生
富
士
登
山
、初
心
者
水
泳
教
室
、

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開
催

●
市
債
元
金
等
償
還
金16

億
７
０
５
１
万
円

　

借
入
金
に
対
す
る
元
金
の
返
済

●
市
債
利
子
等
償
還
金３

億
７
４
５
５
万
円

　

借
入
金
に
対
す
る
利
子
の
返
済

●一般会計の主な事業

▲郷州沼崎線

▲守谷小学校

土

木

費

教

育

費

消

防

費

公

債

費

商

工

費

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

41
億
６
６
６
８
万
円　

　

老
人
保
健
特
別
会
計２

億
６
５
４
万
円　

　

介
護
保
険
特
別
会
計

21
億
６
７
５
1
万
円　

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

１
３
４
2
万
円　

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　

４
億
２
６
６
１
万
円

　

守
谷
駅
周
辺
一
体
型

　

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

６
億
９
８
４
３
万
円　

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

４
１
６
1
万
円　

　

公
共
下
水
道
事
業
会
計

19
億
１
５
１
８
万
円　

　

水
道
事
業
会
計

18
億
６
３
９
6
万
円　

  

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の

使
い
み
ち　
　
　
　
　

※
「
☆
」
は
新
規
事
業
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●特別会計・公営企業会計の使いみち

●
収
納
率
向
上
特
別
対
策
事
業６

２
７
万
円

　

 

口
座
振
替
推
進
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

や
、
徴
収
嘱
託
員
２
名
を
雇
用
し
、
臨

戸
訪
問
・
徴
収
・
納
期
内
納
付
を
促
進

●
疾
病
予
防
費

１
２
４
１
万
円

　

 

医
療
費
通
知
の
発
送
や
、人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
検
診
助
成
（
今
年
度
か
ら
定

員
撤
廃
）

●
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

２
８
５
７
万
円

　

 

生
活
習
慣
病
か
ら
状
態
を
改
善
さ
せ
る

た
め
、
40
歳
以
上
74
歳
ま
で
の
加
入
者

に
対
す
る
健
診
・
保
健
指
導
事
業
を
実
施

●
医
療
給
付
費

２
億
71
万
円

　

 

高
齢
者
が
適
切
な
医
療
を
受
け
る
機
会

を
保
障
す
る
た
め
、
老
人
保
健
法
に
基

づ
き
、
老
人
医
療
受
給
者
に
対
し
て
疾

病
・
負
傷
に
要
し
た
医
療
費
を
支
払
う

☆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
徴
収
経
費

２
５
４
万
円

　

 

納
付
書
及
び
督
促
状
等
の
郵
便
料
、
電

算
委
託
料

☆
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

４
億
１
０
６
万
円

　

 

被
保
険
者
が
納
付
し
た
保
険
料
等
を
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
納
付

●
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

７
億
６
５
６
４
万
円

　

 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
、
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
を
支
給

●
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

７
億
６
３
４
８
万
円

　

 

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
、
日
常

生
活
費
を
除
く
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
を
支
給

●
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

１
億
４
６
７
１
万
円

　

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
等
で
サ
ー
ビ

●
土
地
区
画
整
理
事
業
工
事
費

４
６
２
５
万
円

　

 

守
谷
駅
周
辺
一
体
型
土
地
区
画
整
理
事

業
地
内
の
公
共
施
設
の
整
備
改
善
、
良

好
な
住
宅
地
の
供
給

●
土
地
区
画
整
理
事
業
補
償
費

１
億
４
５
８
１
万
円

　

権
利
者
に
対
す
る
仮
住
居
補
償
な
ど

●
農
業
集
落
排
水
施
設
維
持
管
理
経
費

１
６
２
４
万
円

　

 

処
理
場
の
運
転
管
理
・
水
質
測
定
及
び

中
継
ポ
ン
プ
運
転
管
理
な
ど

●
上
水
道
建
設
費

２
億
３
３
５
６
万
円

　

 

配
水
管
網
整
備
充
実
の
た
め
、管
布
設
・

布
設
替
工
事
及
び
冷
房
設
備
工
事
を
実
施

●
下
水
道
建
設
費

３
億
５
３
６
１
万
円

　

 

汚
水
管
布
設
工
事
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
改

築
更
新
工
事
を
実
施

ス
を
受
け
た
場
合
、
地
域
密
着
型
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
を
支
給

●
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

１
億
１
７
７
３
万
円

　

 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
た
場
合
、
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
を
支
給

●
特
定
高
齢
者
把
握
事
業

７
４
８
万
円

　

 

特
定
健
診
を
実
施
し
、
65
歳
以
上
の
虚

弱
高
齢
者
を
把
握
。
75
歳
以
上
の
方
を

調
査
し
、
生
活
機
能
の
実
態
を
把
握

●
通
所
型
介
護
予
防
事
業

８
８
９
万
円

　

 

虚
弱
高
齢
者
に
対
し
、
通
所
に
よ
る
機

能
訓
練
・
介
護
予
防
通
所
事
業
を
実
施

●
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

１
０
５
８
万
円

　

 

介
護
予
防
事
業
利
用
に
関
す
る
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
適
切
な
介
護
予

防
事
業
を
提
供

●
総
合
相
談
事
業
費

４
６
５
万
円

　

 

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

等
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
、
所
要
の

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

●
居
宅
介
護
予
防
支
援
サ
ー
ビ
ス
費

４
５
３
万
円

　

 

要
支
援
認
定
者
の
新
予
防
給
付
に
関
す

る
居
宅
介
護
予
防
支
援
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南
守
谷
児
童
セ
ン
タ
ー

守
谷
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

南
守
谷
児
童
セ
ン
タ
ー

守
谷
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

ご利用くださ
い

４
月
開
館
！

　

４
月
20
日
（
日
）
け
や
き
台
に
南
守
谷
児
童
セ
ン
タ
ー
が
、
４
月
26
日
（
土
）
御
所
ケ
丘
に

守
谷
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、

両
施
設
と
も
午
前
10
時
か
ら
行
い
ま
す
。　

　

ま
た
、守
谷
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で
は
、市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
い
き
い
き
フ
ェ
ア
」

も
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
南
・
北
守
谷
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者
及
び
利
用
時
期
に
よ
り
利
用
で
き
る
時
間

帯
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
早
見
表
参
照
）。

　

ま
た
、
予
約
が
必
要
な
施
設
及
び
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
利
用
料
金
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

守谷市けやき台 4-5-1
☎ 21-1234

●交番

手
取
至

●お好み焼き店

常総ふれあい道路

南守谷
児童センター

けやき台公園

幸福の路 至南守谷駅

至
つ
く
ば
み
ら
い

▼
開
館
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
９
時

※ 

夏
休
み
等
長
期
休
暇
時
は
、

午
前
９
時
開
館

▼
休
館
日

　

第
１
水
曜
日
及
び
年
末
年
始

▼
施
設
内
容

　

 

事
務
室
、ふ
れ
あ
い
交
流
室
、

乳
児
室
、
調
乳
室
、
遊
戯
室
、

体
育
館
、音
楽
ス
タ
ジ
オ（
２

室
）、
視
聴
覚
室
兼
集
会
室
、

図
書
コ
ー
ナ
ー
、
談
話
コ
ー

ナ
ー
、メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
、

調
理
室
、
工
作
室
、
会
議
室
、

相
談
室
、
ト
イ
レ
、
屋
外
広

場
、
駐
輪
場
、
駐
車
場

※ 

詳
細
は
、
平
成
19
年
７
月
10

日
号
参
照

▼
貸
室
の
予
約
方
法

　

電
話
又
は
窓
口
で
予
約
す
る

▼
運
営

　

 

指
定
管
理
者
（
株
式
会
社
こ

ど
も
の
森
）

 

❖
南
守
谷
児
童
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
「
ミ
・
ナ
ー
デ
」）

▼
開
館
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
９
時

※ 

夏
休
み
等
長
期
休
暇
時
は
、

午
前
９
時
開
館

▼
休
館
日

　

第
１
水
曜
日
及
び
年
末
年
始

▼
施
設
内
容

　

 

事
務
室
、
乳
児
室
、
授
乳
室
、

遊
戯
室
、
体
育
室
、
音
楽
ス

タ
ジ
オ
、
視
聴
覚
室
兼
集
会

室
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
、

図
書
コ
ー
ナ
ー
、
工
作
室
、

ト
イ
レ
、
屋
外
広
場
、
駐
輪

場
及
び
駐
車
場
（
他
の
施
設

と
兼
用
）

※ 
詳
細
は
、
平
成
19
年
10
月
10

日
号
参
照

▼
貸
室
の
予
約
方
法

　

電
話
で
予
約
す
る

▼
運
営

　

 

指
定
管
理
者
（
ア
ク
テ
ィ
オ

株
式
会
社
）

◆
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

▼
休
館
日

　

第
１
水
曜
日
及
び
年
末
年
始

▼
施
設
内
容

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ト
イ
レ
、
倉
庫

▼
予
約
方
法

　

 

北
守
谷
児
童
セ
ン
タ
ー
に
、

電
話
で
予
約
す
る

▼
運
営

　

 

指
定
管
理
者
（
ア
ク
テ
ィ
オ

株
式
会
社
）

　

❖ 

守
谷
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

守谷市御所ケ丘５-25- １
北守谷児童センターや市民活動支援
センターなどを備えた複合施設

◆
北
守
谷
児
童
セ
ン
タ
ー

　
（
愛
称
「
キ
・
タ
ー
レ
」）

　

☎
45

｜

２
２
７
８

至新守谷駅

●ユニー

守谷市民交流

プラザ

い
ら
み
ば
く
つ
至

常総ふれあい道路
●�����村さ来● 手

取
至
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◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
45｜

２
４
３
２

▼
開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
休
館
日

　

 

土
・
日
曜
日
・
祝
日
及
び
年

末
年
始

▼
施
設
内
容

　

 

事
務
室
、
幼
児
室
、
乳
児
室
、

調
乳
室
、
サ
ポ
ー
タ
ー
控
室

▼
施
設
利
用
の
予
約
方
法

　

窓
口
で
予
約
す
る

※
運
営　

守
谷
市

◆
家
庭
児
童
相
談
室

　

☎
45｜

２
３
１
４

▼
開
館
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
休
館
日

　

 

土
・
日
曜
日
・
祝
日
及
び
年

末
年
始

▼
施
設
内
容

　

 

事
務
室
、相
談
室
①
・
②
（
プ

レ
イ
ル
ー
ム
）

※
運
営　

守
谷
市

◆
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
46｜

３
３
７
０

▼
開
館
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

▼
休
館
日

　

月
曜
日
及
び
年
末
年
始

▼
施
設
内
容

　

 

事
務
室
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
、
会
議
室

▼
予
約
方
法

　

電
話
又
は
窓
口
で
予
約
す
る

※
運
営　

守
谷
市

開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト

い
き
い
き
フ
ェ
ア
ー
２
０
０
８

〜
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

い
き
い
き
と
く
ら
せ
る
守
谷
〜

　

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
？

▼
日
時　

４
月
26
日
（
土
）
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
５
時
▼
主

催　

守
谷
市
（
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
）、
守
谷
市
民
活
動

交
流
会
▼
共
催　

ア
ク
テ
ィ
オ

（
株
）▼
参
加
費　

無
料
※
ゲ
ー

ム
は
当
日
受
付
▼
注
意　

駐
車

場
は
あ
り
ま
す
が
、
台
数
に
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交

通
機
関
利
用
又
は
乗
り
合
わ
せ

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

▼
問
合
先　

市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー

利　　用　　者 利　用　時　間 予 約 期 間 利用料

小学生以下の児童及びその保護者
 ５月～９月　10:00 ～ 18:00
10 月～４月　10:00 ～ 17:00
※長期休暇は 9:00 ～

２か月前～
当日の利用時間前 無　料

中学生及び高校生（18歳まで） 年間　10:00 ～ 20:00
※長期休暇は 9:00 ～

地域の子ども会及び子育てサークル
（集団的利用）  ５月～９月　10:00 ～ 18:00

10 月～４月　10:00 ～ 17:00
※長期休暇は 9:00 ～児童の活動で集団的に利用する方

異世代交流に参加する地域の高齢者

市内在住者（一般予約利用者）  ５月～９月　18:00 ～ 21:00
10 月～４月　17:00 ～ 21:00

１か月前～
当日の利用時間前 有　料

下表参照市内在住者（児童センターの活動に関
し、市長が認めた方）

年間　10:00 ～ 21:00
※長期休暇は 9:00 ～

２か月前～
当日の利用時間前

南・北守谷児童センター利用早見表

施　設　名 利用料
（１時間）

音楽スタジオ１ 100円

音楽スタジオ２ 100円

視聴覚室兼集会室
（51.7 ㎡） 100 円

調　理　室 100円

工　作　室 100円

会議室（25.84㎡） 50円

施　　設　　名
利　用　料

１時間 １　日

ギャラリー
営利目的利用 700円 8,000 円

非営利目的利用 350円 4,000 円

北 守 谷
児　　童
センター

音楽スタジオ 100円

工　作　室 100円

視聴覚室兼集会室
（61.33 ㎡） 100 円

南守谷児童センター利用料 守谷市民交流プラザ利用料

●４月開館！　南守谷センター　守谷市民交流プラザ
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情　報
ひろば
情　報
ひろば

くらし・環境・交通

届出・証明・税・年金

子ども

高齢者

教室・講座・イベント
情報・参加・交流

仕　事

お
知
ら
せ

お知らせ・開催

　

守
谷
土
地
改
良
区
の
総
代
の

任
期
が
５
月
９
日
で
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
総
代
総
選
挙
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
投
票
日
時　

４
月
28
日（
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
※
選
挙

告
示
日
４
月
21
日
（
月
）
▼
選

挙
す
べ
き
総
代
の
数　

第
１
選

挙
区
（
守
谷
市
）　

12
名
▼
投

票
で
き
る
方　

守
谷
土
地
改
良

区
が
調
製
し
た
選
挙
人
名
簿
に

登
載
さ
れ
て
い
る
方
▼
立
候
補

届
出　

４
月
21
日（
月
）・
22
日

（
火
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時　

守
谷
市
選
挙
管
理
委
員

会
（
市
役
所
総
務
課
内
）
▼
立

候
補
で
き
る
方　

守
谷
土
地
改

良
区
の
組
合
員
で
あ
る
こ
と
／

４
月
28
日
現
在
で
満
25
歳
以

上
で
あ
る
こ
と
／
成
年
被
後
見

人
・
被
保
佐
人
及
び
禁き

ん
こ錮

以
上

の
刑
に
処
せ
ら
れ
刑
の
執
行
中

の
者
で
な
い
こ
と

▼
問
合
先　

守
谷
土
地
改
良
区

☎
48
|
１
５
５
９　

守
谷
市
選

挙
管
理
委
員
会　

内
線
２
２
５

　

今
ま
で
仲
町
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
た
諸

証
明
発
行
業
務
及
び
収
納
業
務

は
、
組
織
の
見
直
し
に
よ
り
、

４
月
１
日
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
仲
町
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
名
称
は
な
く
な
り
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

守
谷
土
地
改
良
区

総
代
総
選
挙

▼
証
明
書
発
行
専
用　

☎
48
|

１
１
３
３　

20
|
６
２
０
１

▼
問
合
先　

市
役
所
総
合
窓
口

課　

内
線
１
１
１　

保
健
セ
ン

タ
ー

　

三
浦
グ
リ
ー
ン
ビ
ジ
ネ
ス
が

中
国
か
ら
輸
入
・
販
売
し
た
植

物
用
肥
料
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
碧
露
」、

「
緑
豊
」、「
凱
亜
」
に
は
農
薬

が
含
ま
れ
て
い
て
、
無
登
録
農

薬
に
該
当
す
る
と
判
明
し
ま
し

た
（
主
に
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
家

庭
菜
園
の
肥
料
と
し
て
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
等
で
販
売
）。

　

こ
れ
ら
の
肥
料
を
お
持
ち
の

方
は
使
用
を
中
止
し
、
速
や
か
に

販
売
店
へ
返
品
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

農
林
水
産
省
農
薬

対
策
室　

☎
03
|
３
５
０
２
|

８
１
１
１

　

乙
子
交
差
点
を
地
下
道
路
と

地
上
道
路
の
複
合
交
差
点
に
切

り
替
え
る
た
め
、
次
の
と
お
り

交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

仲
町
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
業
務
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等
の
肥
料
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
期
間　

５
月
上
旬
〜
７
月
下

旬
▼
交
通
規
制　

み
ず
き
野

方
向
か
ら
常
総
市
方
向
へ
の
右

折
禁
止
／
国
道
上
り
線
（
取
手

行
）
か
ら
新
大
利
根
有
料
橋
方

向
へ
右
折
禁
止
※
案
内
看
板
に

従
い
、
迂う
か
い回
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
▼
国
道
高
さ
制
限　

3.6
ｍ
以

上
通
行
禁
止

▼
問
合
先　

竜
ヶ
崎
土
木
事

務
所　

☎ 

０
２
９
７

｜
65

｜

３
４
１
１

　麻しんと風しん対策をより一層強化するた
め、平成 20 ～ 24 年度の５年間、中学校１年
生と高校３年生相当の時期に、麻しん風しん混
合（MR）予防接種の追加接種を行います。
　今年度の接種期限は平成 21 年３月 31 日ま
でです。期限を過ぎると、定期予防接種として
無料での接種はできなくなります。なるべく４
～６月の間に接種をしましょう。
　対象者の保護者の方へ個別通知をしますの
で、詳細はご確認ください。
■平成20年度の対象者
中学校１年生相当の方
　平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれ
高校３年生相当の方
　平成２年４月２日～平成３年４月１日生まれ

　３月３日、守谷市議会臨時会において、
又耒議員と中田議員が議会からの推薦を
受け、農業委員会委員に選任されました
のでお知らせします。

又
またらい
耒成

しげと
人委員 中

なかたこうたろう
田孝太郎委員

農業委員会委員に又耒議員と中田議員

中学１年生相当（12～13歳）
高校３年生相当（17～18歳）

麻しん風しん（MR）予防接種が始まります
●問合先　　保健センター　☎48－6000

国
道
２
９
４
号

乙
子
交
差
点
交
通
規
制

工事箇所

県道守谷流山線

歩道橋

歩道橋

下り（常総市方面）→

←上り
 （取手市方面）

国道294号

関東鉄道常総線

市道郷州戸頭線
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開　　催

　

あ
な
た
の
善
意
が
、
尊
い
命

を
救
う
力
と
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
２
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
※
午
後
０

時
15
分
〜
１
時
30
分
は
休
憩
時

間
▼
会
場　

ロ
ッ
ク
シ
テ
ィ
守

谷
店

▼
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
48
|
６
０
０
０

▼
日
時　

５
月
10
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
▼
受
付
電

話
番
号　

☎
０
２
９
|
８
２
３

|
７
９
３
０
▼
回
答
者　

ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
、
医
療
・
福
祉
団
体
の
ス

タ
ッ
フ
▼
相
談
料　

無
料

▼
問
合
先　

茨
城
県
社
会
保
障

推
進
協
議
会　

☎
０
２
９
|
８

２
３
|
７
９
３
０

▼
日
時　

５
月
５
日
（
月
）
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
※
入

場
無
料
▼
テ
ー
マ　

子
ど
も
た

ち
の
未
来
の
た
め
に
〜
広
げ
よ

う
水
質
浄
化
の
輪
▼
主
な
内
容

霞
ヶ
浦
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
／
お

も
し
ろ
科
学
教
室
／
体
験
教
室

▼
問
合
先　

霞
ヶ
浦
環
境
科
学

セ
ン
タ
ー　

土
浦
市
沖
宿
町
１

８
５
３　

☎
０
２
９
|
８
２
８

|
０
９
６
１

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
（
株
）
茨
城

工
場
で
は
、
環
境
文
化
講
座
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
講
演　
「
異
常
気
象
と
環
境

問
題
〜
森
と
天
気
の
関
わ
り
」

森
田
正
光
氏
（
お
天
気
キ
ャ
ス

タ
ー
）
※
参
加
無
料
。
講
演
後

の
見
学
及
び
試
飲
は
あ
り
ま
せ

ん
▼
日
時　

５
月
18
日
（
日
）

午
後
５
時
〜
７
時
※
午
後
４
時

30
分
開
場
▼
定
員　

30
名
※
超

過
の
場
合
抽
選
▼
後
援　

守
谷

市
▼
申
込
方
法　

往
復
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記

入
し
、
５
月
７
日
（
水
）
必
着

で
郵
送
※
１
枚
で
２
名
ま
で

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先　

ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
（
株
）
茨
城
工
場

総
務
部
「
環
境
文
化
講
座
係
」

〒
３
０
２
|
０
１
０
６　

守
谷

市
緑
１
|
１
|
１　

☎
45
|
７

１
１
１ 環

境
文
化
講
座

献
血
に
ご
協
力
を

国
保
・
医
療
・
介
護

な
ん
で
も
電
話
相
談
室

子
ど
も
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
８

������������

家族内通話24時間無料

　

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
、

一
般
的
に
収
入
が
少
な
か
っ
た

り
す
る
た
め
、
学
生
本
人
の
所

得
が
１
１
８
万
円
以
下
の
場
合
、

在
学
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険

料
を
後
払
い
で
き
る
『
学
生
納

付
特
例
制
度
』
が
あ
り
ま
す
。

　

大
学
（
大
学
院
）・
高
校
・

専
門
学
校
・
専
修
学
校
及
び
そ

の
他
の
教
育
施
設
（
※
１
）
に
在

学
す
る
20
歳
以
上
の
方
で
、
本

人
所
得
が
一
定
額
（
※
２
）
以
下

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※ 

１　

修
業
年
限
が
１
年
以
上
で
、

都
道
府
県
等
の
認
可
を
受
け
て
い

る
学
校
（
夜
間
・
定
時
制
課
程
・

通
信
課
程
含
む
）

※ 

２　

平
成
20
年
度
の
所
得
が

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
の
数

×
38
万
円
＋
社
会
保
険
料
控
除
等

 

制
度
の
メ
リ
ッ
ト 

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
は
、
保
険
料
納
付
済
期

間
が
原
則
25
年
以
上
必
要
で
す

が
、
こ
の
制
度
の
承
認
を
受
け

た
期
間
は
、
年
金
受
給
資
格
要

件
（
25
年
）
に
算
入
さ
れ
ま
す

（
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
）。
ま
た
満
額
を
受
け
取
る

た
め
に
、
そ
の
後
10
年
間
で
保

険
料
を
納
付
で
き
ま
す
（
２
年

度
以
上
経
過
後
は
、
保
険
料
に

一
定
の
加
算
が
か
か
り
ま
す
）。

　

未
納
が
あ
る
と
、
障
害
基
礎

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
制
度
の
承
認
を
受
け
て
い

る
期
間
は
、
未
納
扱
い
に
な
り

ま
せ
ん
の
で
安
心
で
す
。

 

手
続
が
簡
素
化
さ
れ
ま
す
！ 

　

平
成
19
年
度
に
学
生
納
付
特

例
の
承
認
を
平
成
20
年
１
月
ご

ろ
ま
で
に
受
け
た
方
で
、
平
成

20
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定

の
場
合
は
、
３
月
下
旬
か
ら
社

会
保
険
庁
よ
り
送
付
さ
れ
る
申

請
書
（
ハ
ガ
キ
形
式
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

■
右
記
（
ハ
ガ
キ
形
式
）
以
外

の
手
続
方
法

▼
持
参
品　

年
金
手
帳
／
学
生

証
（
コ
ピ
ー
可
）
／
認
印
（
本

人
が
署
名
す
る
場
合
不
要
）
／

本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

上
あ
り
、
離
職
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、『
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
』（
コ
ピ
ー
可
）
等

▼
手
続
先　

市
役
所
国
保
年
金

課　

内
線
１
０
５
・
１
０
６

※ 

20
歳
到
達
者
は
、
新
規
加
入

時
に
随
時
受
付

国
民
年
金

国
民
年
金
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

開
　
　
催

広告掲載を希望する方は市役所秘書課までご連絡ください
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内
線
１
３
７
・
１
３
８

◆
５
月
１
〜
７
日
は
憲
法
週
間

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を

中
心
に
、
５
月
１
日
か
ら
７
日

ま
で
を
憲
法
週
間
と
し
、
関
係

機
関
で
は
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
人
権
の
尊
重
は
日
本

国
憲
法
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で

あ
り
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
が
実
現
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
身
近

で
起
こ
る
差
別
や
偏
見
に
つ
い

て
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
人
権
尊

重
の
意
識
を
高
め
て
、
豊
か
な
人

間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

開　　催

▼
日
時　

５
月
８
日
（
木
）
午

後
１
時
〜
４
時
▼
会
場　

市
役

所
１
階
小
会
議
室
前
※
事
前
予

約
不
要
・
相
談
無
料
▼
内
容　

人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
問
題

／
金
銭
貸
借
・
借
地
・
借
家
・

境
界
・
農
地
・
登
記
問
題
／
相

続
・
親
族
・
扶
養
・
結
婚
・
戸

籍
問
題
／
児
童
生
徒
の
い
じ
め

問
題
／
そ
の
ほ
か
人
権
に
関
す

る
こ
と
▼
相
談
員　

法
務
局
担

当
官
・
人
権
擁
護
委
員

▼
問
合
先　

市
役
所
く
ら
し
の

支
援
課
人
権
・
同
和
対
策
室

　

人
権
問
題
で
お
困
り
の
と
き
、

法
務
局
の
人
権
相
談
所
や
人
権

擁
護
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
世
界
人
権
宣
言
60
周
年
》

　

育
て
よ
う

　
　

一
人
一
人
の　

人
権
意
識

〜 

思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の

な
い
命
を
大
切
に
〜

水
戸
地
方
法
務
局

茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

▼
日
時　

４
月
26
日
（
土
）
午

後
１
時
〜
４
時
30
分
▼
会
場　

柏
商
工
会
議
所　

柏
市
東
上
町

ニ
ー
ト
・
フ
リ
ー
タ
ー

親
セ
ミ
ナ
ー

人
権
相
談
所

７
|
18
▼
対
象　

ニ
ー
ト
・
引

き
こ
も
り
に
関
心
の
あ
る
方
、

又
そ
の
親　

先
着
80
名
▼
講
演

「
ニ
ー
ト
・
引
き
こ
も
り
脱
出

作
戦
最
前
線
〜
治
療
現
場
か
ら

の
報
告
」
斉
藤
環
医
学
博
士
▼

後
援　

守
谷
市
▼
申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
所　

〒

２
７
７
|
０
８
１
３　

柏
市
大

室
１
５
７
１
|
99　

☎

04
|

７
１
３
２
|
５
２
１
０　

http://w
w
w
.npo-cdi.com

車の鈑金 塗装

ソメヤバンキンソメヤバンキンソメヤバンキン
㈲染谷鈑金工業所
守谷市本町 716
TEL:48-0274  FAX:48-0825

職人の技術で

安く 早く きれいに
お気軽にご相談下さい

レッスン日　第1・３火曜日　•受講料：1500円（材料費別途）
プリザーブド＆ドライフラワー教室
レッスン日　第３木曜日　　•場　所：シャディサラダ館
　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユニー守谷店向い）

お問い合わせ・お申し込み

☎0297-48-5004
横尾 淑子

ビーズアクセサリー教室
受講生募集

ビーズインストラクター
ドライフラワーインストラクター

守谷郵便局〒

バッティング
センター

シダックス

セブンイレブン

西友楽市

● ●

●

●

●

　住民基本台帳カー
ド（住基カード）は、
住民基本台帳ネット
ワークシステムの第
２次サービスとして、
平成 15 年８月 25 日
から交付が開始されました。
　住基カードは、市町村が希望する方に交付す
る安全性に優れた IC カードです。これまでは、
500 円の発行手数料がかかりましたが、住民サー
ビスの向上や行政事務の効率化、住基カードの
より一層の普及が必要と考え、４月から３年間
に限り、無料で交付することになりました。
≪住民基本台帳カードの機能≫
①写真付き・写真なしの２種類
　 写真付きのカードは、運転免許証等と同様に
公的な身分証明書として利用できます。

②住民票の写しの広域交付
　 守谷市以外で自分の住民票（本籍省略のもの）
の交付を受けることができます。

③電子証明書（公的個人認証サービス）
　 e-tax 等の電子申請に使われる電子証明書（公
的個人認証サービス）の格納媒体として利用
できます。

≪無料交付期間≫
　平成 20 年４月１日～平成 23 年３月 31 日
　月曜日～金曜日　午前９時～午後４時 30 分
≪受付場所≫
　市役所１階総合窓口課
※ 電子証明書発行手数料 500 円については、現
行どおり変更ありません

※ 無料交付期間に取得された方も、再交付の際
は 500 円の発行手数料がかかります

●問合先　市役所総合窓口課　内線112～115

住民基本台帳カードが無料になります！住民基本台帳カードが無料になります！住民基本台帳カードが無料になります！
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2009年1月に上場会社の「株券電子化」が予定されています。
タンス株の取扱いは水戸証券までご相談ください。

金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第181号
加入協会／日本証券業協会

守谷支店 （国道294号線沿い守谷駅前交番向い）
　　住所：守谷市守谷甲2545‒100
　　TEL：0120‒310‒118　
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ヘルシー保健師だより　vol.12

今年から大人の健診が変わります①
～特定健診で早期に生活習慣病の芽を摘む～

　これまでの基本健診・保健指導では、病気の早
期発見・早期治療を目的としていました。しかし、
働き盛りに多い生活習慣病は、それぞれ独立した
ものではなく、互いに深くかかわり合っています。
　厚生労働省の調査では、40 ～ 74 歳で、メタボ
リックシンドロームかその予備軍の人は、男性で
は２人に１人、女性の５人に１人が該当するこ
とが分りました。守谷市でも、平成 19 年度のミ
ニドック健診に腹囲測定を実施し、男性受診者の
23.5％・女性受診者の 2.2％がメタボリックシン
ドロームに該当しました。
　内臓脂肪肥満を背景にして、高血圧症、高脂血
症、糖尿病など複数の生活習慣病が合併している
のがメタボリックシンドロームです。内臓脂肪が
蓄積すると動脈硬化の危険度が上昇し、心筋梗

こうそく

塞
や脳梗塞にかかりやすくなります。
　このようにメタボリックシンドロームが国民の
間に広がっていることをふまえ、厚生労働省では、
生活習慣病の予防のために 2008 年から健康診断
で、メタボリックシンドロームも含めた検査（腹
囲測定を追加）が、特定健康診査に義務付けられ
ます。
　生活習慣に発展する危険性のある小さな芽を見
つけて摘んでしまうことを目的としています。積
極的に健診を受け、自分の生活習慣のどこに問題
があるのか見直し、健康な生活を送るための助け
として役立ててください。
　ヘルシー保健師だよ
りでは、今後数回にわ
たり、この特定健康診
査・特定保健指導につ
いてお伝えします。
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広告掲載を希望する方は市役所秘書課までご連絡ください
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　これまでの健診・保健指導が新しくなり、平成 20年４月から「特定健康診査・特定保健指導」が
始まります。これは、増え続ける医療費を抑制し、国民の皆さんの健康を守るために、より効果的に
生活習慣病を予防することを目的に行われるものです。

　対象者は 40 歳から 74 歳の方ですが、大きな変更点として、医療保険者（国保・健康保険組合・共
済組合など）に、特定健康診査・特定保健指導の実施が義務化されました。そのため、守谷市国保の
加入者については守谷市国保が実施することになり、被用者保険（健康保険組合・共済組合など）の
加入者については、それぞれの被用者保険の保険者が実施することになります。
　健診を活用することで生活習慣病は予防が可能です。ぜひこの機会に健診について見直し、皆さん
の健康づくりにお役立てください。

一般的な特定健康診査・特定保健指導の流れ

①特定健康診査の案内が届きます
　 ご加入の医療保険者から、健診の案内と「特定健康診査受診券」が送られてきますので、「保険証」
と一緒に医療健診会場にご持参ください。

②特定健康診査を受診します
　 身体計測（身長・体重・腹囲）・問診・検尿・血液検査など、メタボリックシンドロームに着
目した健診が行われます。

　※受診券に記載してある自己負担金をお支払いいただきます

③健診結果・判定通知が送付されます
　健診の結果及びメタボリックシンドロームの判定結果が通知されます。

④特定保健指導が実施されます
　生活習慣の改善が必要な方には、そのレベルに応じて、保健師等による指導が行われます。

◎被扶養者の健診について

　 被用者保険の被扶養者の方についても、特定健康診査受診券と保険証を持参いただければ、今まで
どおり集団健診会場で受診できます（一部例外の被用者保険があります）。詳しくは、ご加入の医療
保険者にお問い合わせください。
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＝40歳から 74歳までのすべての方が対象＝
●問合先　市役所国保年金課保険年金G　内線 102～104

※ 上記費用額は変更となる場合があります。医療機関に予約
する際に再度ご確認ください。
※ 各医療機関の検査項目一覧表は、市役所国保年金課・保健
センター・各公民館にあります。検査項目の詳細は、医療
機関にお問い合わせください。

医療機関名 区分 費用額 自己負担額

総合守谷第一病院
☎45-9912

人間 31,500 円 15,700 円
脳 52,500 円 26,200 円

守 谷 慶 友 病 院
☎21-9101

人間 34,650 円 18,850 円
脳 52,500 円 26,200 円

会田記念リハビリ
テ － シ ョ ン 病 院
☎48-6111

人間 31,500 円 15,700 円

取手北相馬保健医療
センター医師会病院
☎0297-71-9500

人間 38,000 円 22,200 円

脳 52,500 円 26,200 円

取 手 協 同 病 院
☎0297-74-5551

人間 37,800 円 22,000 円
脳 52,500 円 26,200 円

き ぬ 医 師 会 病 院
☎23-1771

脳 52,500 円 26,200 円

●問合先　市役所国保年金課保険年金Ｇ　内線101～ 104

シリーズ6

『ひとくち健康メモ』（国保中央会「国保のしおり」から）
タバコは全身に害を及ぼす：タバコは、ほとんどのガンの原因の一つです。呼吸器や循環器の病気、
赤ちゃんの胎内での生育にも大きな影響を与えることが分かっています。喫煙者本人だけでなく、

周囲の人へも悪影響を及ぼすので、喫煙には配慮が必要です。

　平成 20 年度から、制度改正に伴う賦課方法の変更や財源不足に伴う保険税率・額の改正が行われ、
下記のとおりとなります。ご理解とご協力をお願いします。

※ 国民健康保険税の算定については、各世帯の所得状況、加入者数や加入月数、年齢構成等により異なります

区　　　分 改　　正 
平成20年4月以降 現　　行

医
療
保
険
分

所 得 割 額 6.90％ 7.50％
資 産 割 額 廃止 10％
均 等 割 額 20,000円 19,000円
平 等 割 額 22,000円 20,000円
賦 課 限 度 額 47万円 56万円

後
期
高
齢
者

支
援
金
分

所 得 割 額 1.40％ －
均 等 割 額 4,000円 －
平 等 割 額 4,000円 －
賦 課 限 度 額 12万円 －

介
護
保
険
分

所 得 割 額 0.93％ 0.58％
均 等 割 額 9,700円 6,000円
平 等 割 額 6,400円 4,000円
賦 課 限 度 額 9万円 9万円

みんなで考えよう !　国民健康保険

指　定　医　療　機　関

人間ドック・脳ドック検診助成事業 平成20年度から定員を廃止
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区分の説明

◆医療保険分
　国保加入者全員が対象
◆後期高齢者支援金分
　国保加入者全員が対象
◆介護保険分
　 国保加入者のうち、40 歳
以上 65 歳未満の方が対象

■対象
● 守谷市国民健康保険に加入している満 40 歳以上
（S43.3.31以前生まれ）75歳未満の方（H20.4/1現在、
守谷市国民健康保険に加入されている方で、今年
度中に後期高齢者医療制度へ移行する方を含む）

●国民健康保険税の未納がない方
● 脳ドック検診を希望する場合は、過去３年間に脳
ドックを受診していない方

※ 検診日当日に、国民健康保険の資格を喪失してい
る場合（社会保険等への加入など）は、受給者証
が交付されていても助成は受けられませんので、
ご注意願います。

■助 成 額 人間ドック：15,800 円
 脳ドック　：26,300 円
■受診期間　５/20（火）～H21. ２/27（金）
■申込期間　４/23（水）～H21. １/30（金）随時受付
　　　　　　※土・日曜日及び祝日を除く
■申込方法　指定医療機関に予約後、国民健康保
　 険の保険証を持参の上、市役所国保年金課窓口で
申し込む（電話・郵送での申込不可。人間ドック・
脳ドック両方の申込不可）

※ 人間ドック・脳ドックは特定健診の検査項目を満た
しているため、特定健診を受診したものとみなされ
ます。そのため、人間ドック・脳ドックと特定健診
を重複して受診できませんのでご注意ください。ま
た、人間ドック・脳ドックと結果データについては、
特定健診・特定保健指導のデータとして活用します
のでご了承ください。



市町村民税が課税されている生活保護を受けている

※1　老齢福祉年金を受けている

同じ世帯に市町村民税が課税されている人がいる

前年の合計所得金額
が200万円以上である

※2　前年の合計所得
金額＋課税年金収入額
が80万円以下である

市町村民税が課税されている生活保護を受けている

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえいいえ

いいえ

いいえ

いいえ
いいえ

第１段階
基準額×0.5
27,100円

第２段階
基準額×0.5
27,100円

第３段階
基準額×0.75
40,600円

第４段階
基準額
54,200円

第５段階
基準額×1.25
67,700円

第６段階
基準額×1.5
81,300円

生活保護を受
給している方
本人及び世帯
の全員が市町
村民税非課税
で老齢福祉年
金を受給してい
る方

本人及び世帯
の全員が市町
村民税非課税
の方で、前年の
合計所得金額
＋課税年金収
入額が80万円
以下の方

本人及び世帯
の全員が市町
村民税非課税
の方で、第2段
階以外の方

本人は市町村
民税が非課税
であるが、世帯
員に市町村民
税課税者がい
る方

本人に市町村
民税が課税さ
れており、前年
の 総 所 得が
200万円未満
の方

本人に市町村
民税が課税さ
れており、前年
の 総 所 得が
200万円以上
の方

※１　｢老齢福祉年金｣とは、明治44年４月１日以前に生まれた方などで、一定の所得がなかったり、ほかの年金を受給で
　　きない方に支給される年金
※２　「合計所得金額」とは、収入金額から必要経費に相当する金額（収入の種類により計算方法が異なる）を控除し
　　た金額のことで、扶養控除や医療費控除などの所得控除をする前の金額

※1　老齢福祉年金を受けている

同じ世帯に市町村民税が課税されている人がいる

前年の合計所得金額
が200万円以上である

※2　前年の合計所得
金額＋課税年金収入額
が80万円以下である

あ
な
た
の

介
護
保
険
料
は
？

あ
な
た
の

介
護
保
険
料
は
？

あ
な
た
の

介
護
保
険
料
は
？

あ
な
た
の

介
護
保
険
料
は
？

18広報もりや2008.4.10

　65歳以上の方（第1号被保険者）の介護保険料額は、市町村民税の課税状況や前年の所得をもと
に算定されます。ただし、市町村民税の課税及び前年の所得が確定するまでの間は、暫定賦課又は仮
徴収が行われます。

問合先　市役所介護福祉課介護保険G　内線 172・176

平成20年度の介護保険料（暫定賦課・仮徴収）について
お知らせします

介 護 保 険 料 額 の 決 ま り 方
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●平成20年度の介護保険料（暫定賦課・仮徴収）についてお知らせします

保険料額の年額はいつ決まりますか？
　７月下旬～８月中旬に決定し、「介護保険料納
入通知書兼領収証書」（普通徴収の方）又は「介
護保険料額決定通知兼特別徴収開始通知書」（特
別徴収の方）をお送りします。
　保険料年額や所得段階が記載されていますので
ご確認ください。

介護保険料の緩和措置が継続されます
　平成 16・17 年度の税制改正により、従来、市
町村民税が非課税であった方が課税となる場合が
ありましたが、その方の介護保険料の急激な上昇
を防ぐ目的で、平成 18・19 年度において、保険
料の緩和措置が講じられました。
　市では、平成 20 年度についても同様の緩和措
置を継続して講じることとしました。

◇対象：納付書で保険料を納める方
　第１期・第２期の保険料額について、暫定的に
前年度の所得段階をもとに算定します。納付書を
４月中旬にお送りしますので、納め忘れのないよ
うご注意ください。
※第１期の納期限は４月30日、第２期は６月30日
安心便利な口座振替を
　納期限の日に指定の口座から保険料を振替しま
すので、納め忘れの心配も解消されます。ぜひご
活用ください。
《必要なもの》
　納付書（口座振替依頼書）、預（貯）金通帳、届出印
《申　込　先》
　市指定の金融機関又は郵便局の窓口

◇対象：年金から保険料が天引きされる方
○前年度に特別徴収されていた方
　 平成 20 年２月に年金から天引きされた額と同
じ額が４月・６月・８月に支給される年金から
天引きされます（年度間の天引き額を平準化す
るため、８月の仮徴収額を変更する場合があり
ます）。
○平成20年度から特別徴収が開始される方
　 前年度の保険料年額のおおむね６分の１の額
が、支給月ごとに年金から天引きされます。

Ｑ１ 　4月に納付書が 2通届きました。両方
とも納めるのですか？

Ａ１ 　平成 20 年２月以降に資格取得された方
（65 歳になったり、市に転入した方）には、
平成 20 年度暫定賦課分の納付書のほかに、
平成 19 年度随時分の納付書も送付してい
ます。どちらも納めていただく必要があり
ますので、忘れずに納付してください。

Ｑ２ 　保険料を納められないときはどうすれば
いいのですか？

Ａ２ 　災害や傷病などの特別な事情で保険料の
納付が困難になったときは、市役所介護福
祉課にご相談ください。

Ｑ３　保険料を納めないとどうなりますか？
Ａ３ 　介護サービスを利用した際の利用者負担

は、通常はかかった費用の１割ですが、保
険料を滞納していると、滞納期間に応じて
次のような給付制限の措置がとられます。

●1年以上滞納すると…
　 費用の全額を利用者がいったん自己負担し、
申請により後で保険給付分（費用の９割）が
支払われます。

●1年6か月以上滞納すると…
　 費用の全額を利用者が負担し、申請後も保険
給付の一部又は全部が差止めとなります。な
お、滞納が続くと滞納していた保険料と相殺
されます。

●2年以上滞納すると…
　 利用者負担が１割から３割に引き上げられた
り、高額介護サービス費が受けられなくなっ
たりします。

税制改正が
なかったと
仮定した場合
の保険料段階

第4段階の方
本来の保険料
年額：54,200 円

第5段階の方
本来の保険料
年額：67,700 円

第1段階 45,000円 54,200円
第2段階 45,000円 54,200円
第3段階 49,300円 58,500円
第4段階 62,800円

介護保険Q＆A

こんなときにはどうしたらいいの？

緩和措置後の保険料年額
（平成 20 年度）

暫定賦課… 普通徴収の方

仮徴収… 特別徴収の方



 身体障害者

身体障害者手帳

１
級
２
級
３
級
４
級
５
級
６
級

視覚障害 ○ ○ ○ ○ － －

聴覚障害 － ○ ○ － － －

平衡機能障害 － － ○ － － －

音声機能障害（喉頭摘出に限る） － － ○ － － －

上肢機能障害 ○ ○ － － － －

下肢機能障害 ○ ○ ○ ● ● ●

体幹機能障害 ○ ○ ○ － ● －

心臓機能障害 ○ － ○ － － －

呼吸器機能障害 ○ － ○ － － －

じん臓機能障害 ○ － ○ － － －

ぼうこう又は直腸の機能障害 ○ － ○ － － －

小腸機能障害 ○ － ○ － － －

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 ○ ○ ○ － － －

乳幼児期以前の非進行性
脳病変による運動機能障害

上肢機能 ○ ○ － － － －

移動機能 ○ ○ ○ ○ ○ ○

 知的障害者 「Ⓐ」又は「Ａ」

 精神障害者

１級（公費負担番
号が記載されてい
るか、医療福祉費
受給者証（福）が
あること）

○は本人運転と家族運転、●は本人運転のみが該当⬆

　

障
害
の
あ
る
方
へ

　

各
種
サ
ー
ビ
ス
を

　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い
●申請・問合先
市役所社会福祉課
障害福祉G
内線 163・164
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身
体
障
害
者
手
帳

　

 

視
覚
、
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覚
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音
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・
言
語
、

肢し
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、
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器
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い
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ど
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の
程
度
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り
、
１
〜
６
級

に
分
類

【
交
付
を
受
け
る
場
合
】
窓
口

で
必
要
書
類
（
交
付
申
請
書
・

診
断
書
）
を
受
け
取
り
、
県
が

指
定
す
る
医
師
（
診
断
書
作
成

は
指
定
医
師
の
み
可
）
の
診
断

を
受
け
、
窓
口
で
申
し
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む

【
等
級
変
更
す
る
場
合
】
障
害

の
程
度
が
変
わ
っ
た
可
能
性
の

あ
る
場
合
、
指
定
医
師
の
診
断

書
を
添
え
て
、窓
口
で
申
し
込
む

【
住
所
・
氏
名
変
更
す
る
場
合
】

住
所
変
更
は「
居
住
地
変
更
届
」

を
新
居
住
地
の
市
町
村
に
、
氏

名
変
更
は
居
住
地
の
市
町
村
窓

口
に
提
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【
再
交
付
す
る
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又
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損
し
た
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持
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窓
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し
込
む

※
死
亡
し
た
場
合
、手
帳
は
返
還

自
動
車
税
減
免
制
度
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す
る
自
動
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動
車
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動
車
取
得
税
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減
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▼ 
自
動
車
の
範
囲　
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障

害
者
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又
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計
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一
者
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有
し
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主
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通
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通
学
・
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に
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用
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る
自
動
車
（
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者
１
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に
つ
き
１
台
）

▼
申
請
方
法

【
本
人
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義
の
車
を
障
害
者
本
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が
運
転
す
る
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合
】

☆ 

必
要
書
類　
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車
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･
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請
書
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体
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者
手
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療
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保
健
福
祉

手
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／
運
転
免
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（
運
転
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の
も
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）
／
自
動
車
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納

税
通
知
書
／
印
鑑
／
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請
す
る
車
検
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免

を
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け
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、
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車
検
証

▼ 

申
請
方
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６
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２
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）
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市
役
所
で
生
計

同
一
証
明
書
の
交
付
後
、
稲

敷
県
税
事
務
所
へ
申
請

運
転
免
許
取
得
費
用
の
補
助

　

 

重
度
身
体
障
害
者
が
自
動
車

免
許
を
取
得
す
る
た
め
に
、

県
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お

い
て
要
し
た
費
用
を
補
助

▼ 

対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳

１
〜
４
級
で
、
社
会
参
加
の

た
め
免
許
を
取
得
す
る
方

（
運
転
適
正
試
験
に
合
格
し

た
方
）

▼ 

補
助
率　

教
習
費
用
（
限
度

額
15
万
円
）
の
３
分
の
２

タ
ク
シ
ー
助
成
利
用
券

　

 

医
療
機
関
へ
の
通
院
に
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
の
初

乗
り
運
賃
を
助
成

▼
対
象
者

● 

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級

の
方

●
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
の
方

●
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方

● 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
又
は

特
定
疾
患
医
療
券
を
受
け
て

い
る
方

自動車税減免対象者

●障害のある方へ　各種サービスをご利用ください

⬆
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● 

70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯
で
、
同
一
敷
地
内
又
は

同
一
建
物
内
に
親
族
そ
の
他

の
方
と
同
居
せ
ず
、
か
つ
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
方

※ 

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

減
免
措
置
を
受
け
て
い
る
方

は
除
く

▼
交
付
枚
数　

年
間
24
枚

※ 

慢
性
透
析
療
法
を
実
施
し
て

い
る
方
は
48
枚

▼ 

有
効
期
限　

平
成
21
年
３
月

31
日

▼ 

対
象
タ
ク
シ
ー
会
社　

取
手

市
地
区
ハ
イ
タ
ク
指
導
委
員

会
所
属
の
タ
ク
シ
ー
会
社

▼ 

申
請
方
法　

申
請
書
（
申
請

先
に
用
意
）
を
窓
口
に
提
出

身
体
・
知
的
障
害
者
（
児
）

有
料
道
路
割
引
制
度

▼
対
象

● 

身
体
障
害
者
自
ら
自
動
車
を

運
転
す
る
場
合

● 

第
１
種
の
身
体
障
害
者
手
帳

又
は
第
１
種
の
療
育
手
帳
所

有
者
が
乗
車
し
、
そ
の
移
動

の
た
め
介
護
者
が
自
動
車
を

運
転
す
る
場
合

▼
自
動
車
の
範
囲

● 

乗
用
自
動
車（
普
通
自
動
車
、

小
型
自
動
車
、
軽
自
動
車
で

乗
員
定
員
10
名
以
下
の
車
）

●
貨
物
自
動
車（
ラ
イ
ト
バ
ン
等
）

● 

特
殊
用
途
自
動
車
（
身
体
障

害
者
運
送
車
に
限
る
）

● 

当
該
身
体
障
害
者
、
又
は
こ

れ
と
生
計
同
一
者
が
所
有
す

る
自
動
車
（
身
体
障
害
者
１

人
に
つ
き
１
台
に
限
る
）

※
営
業
自
動
車
は
除
く

▼ 

申
請
方
法　

身
体
障
害
者
手

帳
又
は
療
育
手
帳
、車
検
証
、

運
転
者
の
運
転
免
許
証
、
印

鑑
を
持
参
し
、
窓
口
で
申
請

す
る

※ 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
者
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ

ー
ド
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
申
込
書
・
証
明
書

も
併
せ
て
持
参
。
原
則
Ｅ
Ｔ

Ｃ
カ
ー
ド
の
名
義
人
が
障
害

者
本
人
の
も
の
１
枚
に
限
る

日
常
生
活
用
具
の
給
付

▼ 

対
象
基
準　

障
害
の
種
類
・

程
度
に
応
じ
て
給
付

※ 

世
帯
の
前
年
度
所
得
額
に
応

じ
て
費
用
の
一
部
負
担
あ
り

▼ 

給
付
用
具　

特
殊
寝
台
、
入

浴
補
助
用
具
、
歩
行
支
援
用

具
等

補
装
具
の
交
付
・
修
理 

▼ 

対
象
基
準　

障
害
の
種
類
・

程
度
に
応
じ
て
交
付
・
修
理

※ 

世
帯
の
前
年
度
所
得
額
に
応

じ
て
費
用
の
一
部
負
担
あ
り

▼ 

交
付
用
具　

車
い
す
、
盲
人

用
安
全
つ
え
、
補
聴
器
等

重
度
障
害
者
（
児
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

▼ 

対
象
者　

特
別
障
害
者
手
当

の
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え

ず
、①
又
は
②
に
該
当
す
る
方

① 

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級

の
下
肢
又
は
体
幹
機
能
障
害

者
（
児
）

② 

療
育
手
帳
の
総
合
判
定
Ⓐ
の

知
的
障
害
者
（
児
）

▼ 

対
象
住
宅　

障
害
者
が
居
住

す
る
住
宅

▼ 

対
象
工
事　

住
宅
内
外
に
お

け
る
移
動
や
、
階
段
・
浴
室
・

便
所
等
の
使
用
を
容
易
に
す

る
設
備
等
の
整
備
・
工
事

▼ 

助
成
率　

対
象
経
費
（
限
度

額
60
万
円
）
の
４
分
の
３

▼ 

申
請
方
法　

工
事
前
に
、
窓

口
で
申
請
す
る

障
害
者
相
談
員
制
度

　

 

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
及
び

そ
の
家
族
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
を
解
決
す
る
相
談

員
制
度

▼
相
談
員
種
類

●
身
体
障
害
者
相
談
員

●
知
的
障
害
者
相
談
員

障
害
者
自
立
支
援
医
療
（
精

神
通
院
）
制
度

▼
有
効
期
間　

１
年

▼ 

自
己
負
担
額　

医
療
費
の
１

割
。だ
た
し
、「
世
帯
」の
課
税

状
況
に
応
じ
、
１
か
月
当
た

り
の
負
担
額
に
上
限
を
設
定

※ 

「
世
帯
」
と
は
、
個
々
に
加

入
す
る
医
療
保
険
が
単
位
。

た
だ
し
、
同
じ
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
て
も
、
受
診
者

と
同
じ
世
帯
に
属
す
る
配
偶

者
以
外
の
人
で
、
税
制
及
び

医
療
保
険
で
受
診
者
を
扶
養

し
て
い
な
い
場
合
、
別
世
帯

と
み
な
す

▼ 

必
要
書
類　

自
立
支
援
医
療

費
（
精
神
通
院
）
支
給
認
定

申
請
書
／
診
断
書
（
自
立
支

援
医
療
・
精
神
通
院
医
療
費

公
費
負
担
用
）／
「
世
帯
」の

課
税
状
況
が
確
認
で
き
る
も

の
（
課
税
証
明
書
等
）
／
健

康
保
険
証
（
世
帯
全
員
分
）

※ 

新
規
時
は
県
が
認
定
し
た
日

か
ら
有
効
。
継
続
は
有
効
期

限
の
３
か
月
前
か
ら
申
請
可

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

▼
等
級　

１
〜
３
級

※ 

１
〜
２
級
は
、
障
害
者
基
礎

年
金
の
１
〜
２
級
と
同
程
度

▼
有
効
期
間　

２
年

▼ 
優
遇
措
置　

所
得
税
・
市
民

税
の
障
害
者
控
除
適
用
、
公

共
施
設
の
入
場
料
減
免
等

▼
必
要
書
類

【
医
師
の
診
断
書
を
提
出
す
る

場
合
】
交
付
申
請
書
／
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
用
の
診
断

書
（
初
診
日
か
ら
６
か
月
経
過

し
た
日
以
降
の
も
の
）

※ 

新
規
時
は
県
が
認
定
し
た
日

か
ら
有
効
。
継
続
は
有
効
期

限
の
３
か
月
前
か
ら
申
請
可

【
精
神
障
害
を
理
由
に
障
害
年

金
を
受
け
て
い
る
場
合
】
交
付

申
請
書
／
年
金
証
書
の
写
し
／

直
近
の
年
金
振
込
通
知
書
及
び

年
金
支
払
通
知
書
の
写
し
／
照

会
同
意
書

各
種
相
談
窓
口

▼
市
役
所
社
会
福
祉
課

　

内
線
１
６
３
・
１
６
４

▼
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
48
|
６
０
０
０

▼
竜
ヶ
崎
保
健
所

　

☎
０
２
９
７
|
62
|
２
１
６
１

　

医
療
相
談
、
デ
イ
ケ
ア
実
施

▼
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
|
２
４
３
|
２
８
７
０

　

精
神
保
健
相
談
・
診
療

▼
障
害
者
な
ん
で
も
相
談
室

　

☎
０
２
９
|
２
４
４
|
９
５
８
８

　

福
祉
や
就
労
、財
産
管
理
相
談

精
神
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス



１木 り　お　み
２金 の　ほ
７水 の　ほ　お
８木 み　お　ア 2 歳～　健 3 歳５か月
９金 の　ほ　健１歳６か月
12月 の　ほ　み　保 育児健康相談会
13火 の　ほ 正午～　み
14 水 の 正午～　ほ　お　健 ３～ 4か月
15木 赤　み　お　ア  6 ～ 11か月
16金 の　ほ
19 月 ポ　の 正午～　ほ　み
20 火 の　ほ 正午～　み　保 育児健康相談会
21水 の　ほ　お　ね お母さんのリフレッシュ　健 ３～４か月
22木 み　お　赤　ア どなたでも　健 ３歳５か月
23金 各事業６月分予約開始　の　ほ　健 １歳６か月
26月 の　ほ　み　北
27 火 の 正午～　ほ 正午～　み
28 水 の　ほ　お　ね お母さんのリフレッシュ　保 離乳食教室（後期）
29木 み 正午まで　お 正午まで　ア 2 歳～   保 離乳食教室（初期）
30金 の　ほ

５月の子育てカレンダー５月の子育てカレンダー
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子育て

支援情報

　市役所内にありました「もりやファミリー・サポート・センター」は、４月 26 日（土）、守谷市民
交流プラザ内に移転します。
　これまでの業務に加え、守谷市の一時預かり事業「ぴよぴよ」も開設されます。
　一時預かり「ぴよぴよ」の利用を希望する方は、センター事務局で事前に会員登録する必要があり
ます。ただし、センターの移転に伴い４月 25 日（金）までの入会手続は、市役所児童福祉課で行います。
入会には用意していただくものがありますので、事前に電話でお問い合わせください。すでに、センター
の利用会員に登録されている方は、新たに手続する必要はありません。なお「ぴよぴよ」は、４月28日（月）
から予約受付を、５月８日（木）から預かりを開始します。

　通院・PTA・単発的な仕事などお子さんを預けて用事を済ませたいけど、頼る人がいなくて困った
ことはありませんか？そんな方のために市では、次のような援助を実施しています。

地域子育て支援センター・夢っ子 (☎ 45-2462）
 の　夢っ子ひろばのぎさき（地域子育て支援センター）9:30～15:30
ほ　夢っ子ひろばほくえん（北園保育所集会所）10:00～ 15:00
み　夢っ子ひろばみずきの（郷州小学校）10:00～ 15:00
お　夢っ子ひろばおおがしわ（大柏生活改善センター）10:00～15:00
北　出前広場北守谷（北守谷公民館）10:00～ 14:00
リ　リトミック　10:00～ /11：00～　★要予約
ポ　ぽかぽか子育て教室　10:00～ 12:00　★事前に問合せ
赤　赤ちゃん体操(H19.11月～H20.2月生)10:00～11:30　★要予約

ねっこ（まつやま保育園　☎ 45-8828）
ね　ねっこ（親子活動）　9:30～　★要予約

アビエス（わかばのもり保育園　☎48-1735）
ア　アビエス（親子活動）　10:30～　★要予約

保健センター（☎ 48-6000） 
保　保健センター事業
健　健康診査

 ※予定が変更になる場合があります。各事業所でご確認ください

お子さんの一時預かり事業

「ぴよぴよ」開設します
●問合先　もりやファミリー・サポート・センター　☎４５－２４３２　 ４５－２７０９

在　　宅　　型 セ　ン　タ　ー　型
もりやファミリー・サポート・センターに登録してい
るサポーター宅にお子さんを預ける1対1の自宅援助 内容等 守谷市民交流プラザにある一時預かり「ぴよぴよ」

にお子さんを預ける託児型援助

生後６か月～１０歳ぐらいのお子さんを持つ家庭 入会の条件は？ 生後６か月～就学前のお子さんを持つ家庭

1時間　７００円（早朝・夜間・土日祝日は８００円）
援助終了時に直接利用者がサポーターに支払います。 利用料金は？ 1 時間　５００円（１日最長４時間、週３日まで）

料金は前払いです。予約の際にお支払いください。

毎日　午前６時～午後１０時
（実際の活動はサポーターの可能な範囲内） 利用時間は？ 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時（祝日・年末年始を除く）

基本的にはサポーターの自宅にお子さんを預けます 預かる場所は？ 市民交流プラザにある「ぴよぴよ」に預けます

入会すると担当サポーターを紹介します。援助が必要に
なったら、直接都合を聞いて、預ける日を決めてください 申込みは？ 予約制

預けたい日の1か月から２日前の正午までに予約

病後児の預かりは可能 その他 病児、投薬が必要なお子さんは預かりません

※お子さんを預かってくれるサポーターも募集します！　詳細はセンターまで！
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　地域子育て支援センターは、子育てに関係する
機関が連携をとりながら、子どもの健やかな育ち
や子育て中のお母さん、その家族を応援する事業
を行っています（表中の★は予約制）。

事 業 名 活 動 時 間 内 容

夢っ子ひろば
のぎさき

月・火・水・金
9:30 ～ 15:30
第１月・火
第２水・第３金
12:00 ～ 15:30

ホール、低年齢用の部屋、ラン
チルームと広い庭を自由開放

夢っ子ひろば
ほくえん

月･水･金
10:00 ～ 15:00
火  12:00 ～ 15:00

北園保育所集会室を自由開放

夢っ子ひろば
みずきの

月・火・木
10:00 ～ 15:00

郷州小学校の１階空き部屋を
自由開放

夢っ子ひろば
おおがしわ

水・木
10:00 ～ 15:00

大柏生活改善センターホール
を自由開放

園庭自由開放
月～金

10:00 ～ 16:00
北園・土塔中央保育所、支援
センター夢っ子の園庭を開放

出前広場（公民館のホールで広場を開催）
中央（中央公民館大広間）第1月　10:00～14:00 おもちゃ等を用意し、

広場を開催北守谷（多目的ホール） 第4月　10:00～14:00

子育て講座（子育てに役に立つ講座の実施）

★リトミック カレンダー参照
専門講師と一緒に親子で
リズム遊びを楽しむ

★赤ちゃん体操 5 ･ 10 ･ 1 月の木曜日
専門インストラクターによる
インファントオイルマッサージ

★夢っ子
クッキング

6 ･ 10 ･ 2 月の水曜日
四季折々の食材を使っての
クッキング※託児あり

★親子
クッキング

9 ･ 11 月の火曜日
２歳６か月以上児対象の親子
クッキング

★交流分析講座 7 ･ 11 月
人とのより良い関わりを構築する
ための心理学講座

子育てサークル
支援

カレンダー参照
サークル活動の場所、おもちゃの
貸出し。活動や遊びの相談受付

その他 カレンダー参照
食育や救急講座、衛生講座、
遊び等の講座の実施

育児相談（子育てや子どもの発達等の心配や相談ができます）

にこにこ広場
第 1月

10:00 ～ 12:00
子育ての相談に広場スタッフが
応対。気軽にどうぞ

ぽかぽか
子育て教室
※事前問合せ

第３月
10:00 ～ 12:00

子育ての悩みに専門スタッフが
親身に応相談

でんわ育児相談
月～金

10:00 ～ 16:00
困ったことや育児の相談
（北園・土塔中央・夢っ子）

メール相談 随時
発達や育児の悩み相談
kosodate＠ city.moriya.ibaraki.jp

事 業 名 活 動 時 間 内 容

★レスト･らん 月～金
12:00 ～

保育園のランチを親子で試食

★お母さんのリフレッシュ
※親子活動参加者

5/21・28、7/9 ･ 16

9/17 ･ 24、12/8・15
ヨガやビーズアクセサリー作
りを楽しむ (助け合い託児 )

★ほけん
エデュカーレ

6/18、10/15、1/21
離乳食について看護師と共に
学びあう

★ねっこ
フリーマーケット 11/19 園庭で雑貨や育児用品などの

リサイクルマーケット

★ねっこうんどう会 H21. ２/ ７ 地域の親子対象の運動会

室内自由開放 月～金
9:00 ～ 16:00

室内・園庭の一部を開放
園庭開放

でんわ育児相談 月～金
10:00 ～ 16:00

子育て中の不安や悩みの
電話相談

メール相談
(育児相談 )

 随時
 nekko-matuyama@yamayurikai.or.jp

事 業 名 活 動 時 間 内 容

★親子活動 木
10:30 ～ 11:30

制作やリズム遊びなど親子で
遊べる活動を用意。今年度か
ら 3歳児以上の活動も開始

★アルムのもり
※親子活動参加者

木
親子活動終了後

親子でランチタイム。
離乳食やアレルギー除去食も
用意可

園庭開放 月～金
9:00 ～ 16:00

保育園の園庭で自由に遊べます。
園庭奥の「パーゴラ」では持参
したお弁当を食べられます

でんわ育児相談 月～金
10:00 ～ 16:00

保育士による子育ての不安や
悩み相談

メール相談 随時
http://www.citydo.com/sp/0297-48-1735

事 業 名 活 動 時 間 内 容

健康診査 センター
予定表参照

医師による子どもの成長・発
達の確認と、子育て中の不安
や悩みを一緒に考える

育児健康相談会 年 9回
(予約不要 )

計測のほか、栄養や子どもの
健康、子育ての不安や悩みを
一緒に考える

離乳食教室
※普段使用の
スプーン持参

初期
月 1回

5～ 6か月児の離乳食の試食
と栄養、子育て相談

後期
月 1回

9～10か月児の離乳食の試食と
栄養、子育て相談(飲み物持参)

子育て教室 2 か月に 1回 ３か月ごろの母子で、これから
の育児や今の気持ちを話し合う

電話相談 随時 子どもの健康・栄養・育児に関
する相談

家庭訪問 随時 新生児訪問のほか、子どもの
健康や育児の相談

夢っ子（地域子育て支援センター・夢っ子☎45-2462）
　室内自由開放 （各広場開催時間内、自由開放）

ねっこ（まつやま保育園☎45-8828）

アビエス（わかばのもり保育園☎48-1735）

保健センター (☎48-6000）

平成 20 年度子育て支援センター事業紹介

育つ　育て合う　育ち会う　もりやの親子
～地域で支え合う　もりやの子育て～

家庭児童相談室（☎ 45-2314）
守谷市民交流プラザ内に移設しました
相談室、プレイルームを完備、お気軽にご相談ください
育児相談（来所・電話）月～金曜日 8:30 ～ 17:00

子育て支 援 情 報
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6月 ＪＵＮＥ
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平成 20年度　年間行事予定
～詳細はその都度、広報もりや及びホームページで紹介します～
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２ 日 夕べのコンサート
 （９・30 日・9/6）
３ 日 子どもソフトボール大会
６ 日 市内行政施設見学会
下 旬  きらめき守谷夢彩都フェ

スタ

７ 日 防災訓練
 環境美化の日
 市民軟式野球大会
15 日 敬老会
21 日  秋の全国交通安全運動街

頭キャンペーン
28 日 MIFA20 周年式典
下 旬 タカの渡り観察会

６ 日 市民ゴルフ大会
11 日 秋の自然観察会
12 日 文化会館まつり
 （16 ～ 19・26 日）
  市長杯争奪市民ソフトボ

ール大会（19 日）
19 日 彩都ピア☆もりや
 子どもまつり
24 日 老人スポーツ大会
26 日  市民スポーツフェスティ

バル
 市民ソフトテニス大会
27 日  芸術祭・菊花展（～ 11/7）
30 日 市内行政施設見学会

１ 日 国民文化祭（～９日）
 若い芽のコンサート（３日）
８ 日  地域安全・暴力追放市民

大会
10 日 芸術祭（～ 30 日）
 （美術展・生花展・お茶会）
15 日 健康ふくしまつり
23 日 芸能祭

上 旬 図書館まつり

３ 日  年末の交通事故防止県民
運動キャンペーン

７ 日 環境美化の日
 市民卓球大会
 秋季火災予防パレード
14 日 クリスマスファンタジー

10 日 消防出初式
11 日 成人式典
 市民バスケットボール大会
24 日  ぱーとなーしっぷフォー

ラム Andante 2009 in も
りや

上 旬 賀詞交歓会

６ 日 高野公民館まつり（～８日）
21 日  郷州公民館ふれあいまつ

り子ども発表会
23 日 北守谷公民館まつり
初 旬 守谷ハーフマラソン

１ 日  利根川左岸河川敷クリー
ン作戦

 美術作家展（～８日）
21 日 市民活動いきいきフェアー

12 日 春の自然観察会
20 日  南守谷児童センターオー

プニングセレモニー
26 日  守谷市民交流プラザオー

プニングセレモニー
 いきいきフェアー 2008

３ 日 守谷駅前こいのぼり祭り
11 日 市民硬式テニス大会
17 日  守谷市民活動支援セン

ター移転記念講演会
  郷州公民館ふれあいまつ

り（18・24 日）
25 日 市民バドミントン大会
29 日 元気わくわくスポーツ大会
上 旬 春の渡り鳥観察会

１ 日 もりや夢の舞と響
 環境美化の日
 もりやアヤメ祭り（～15日）
９ 日 ふれあい美術展（～15日）
29 日 市民バレーボール大会

12 日 小貝川クリーン作戦
13 日 芸能大会
20 日  夏の交通事故防止県民運

動街頭キャンペーン
22 日 自然体験教室（～ 23 日）
29 日 中学生富士登山（～30日）
31 日 同和教育講演会 ▲全国から集まった約 4,000 人の

ランナーが、自慢の健脚を競い合
う『守谷ハーフマラソン』。今年こ
そは、ぜひ挑戦してみては？

▲賑わいをみせる『きらめき守谷
夢彩都フェスタ』昨年の様子
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● 総務課内に「防災担当」を配置し、防災行政の
充実を図る
● 収納推進室の名称を収納推進課に変更するとと
もに、収納推進課内に国保税徴収業務の移行及
び人員の増加を図り、収納率の向上と税の公平
化を積極的に推進する
● 指導室に事務職員を配置し、学校指導事業の充
実を図る

強化・増員した事業・課等

事務事業の所管変更
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間運営とする。
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社 会 福 祉 課
障害者福祉センターひこうせん
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中央公民館から市民交流プラザ
内へ市民活動支援センターを移
設する。

保健センター
仲町行政サービスセンターの諸
証明発行業務を編入し、市民の
利便性を確保し事務の効率化を
図る。
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市職員の異動等のお知らせ（課長補佐以上）※敬称略。（　）内は前課職名
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　茨城県・守谷市の現代美術の拠点「アーカス・プロジェクト」は、今年で 14年目を迎えました。14年といえ
ば、小学生だった子どもたちは大人になり、守谷も町から市へと移行する、そんな長い年月です。この間、アー
カスはさまざまな試みとともに成長してきました。
　今月号では、新年度のごあいさつも兼ねて、アーカスを改めてご紹介します。

ARCUS Artist in Residence-IBARAKI

（10:00～18:00）（10:00～18:00）

アーカス、これまでとこれから

13年前の 1995 年、茨城県と守谷市を主催として、
アーカス・プロジェクトの事業は始まりました。

一定期間アーティストをその土地に招き、全般的に創
作活動を支援するアーティスト・イン・レジデンス・
プログラムを中心に、これまで数多くの展覧会、アー
トのワークショップ、ゲストによるレクチャーなどの
プログラムを市内外で展開してきました。あまり知ら
れていませんが、アーカスは日本で一番歴史のあるレ
ジデンス・プログラムの一つでもあり、国内外での認
知度も年々高まってきています。

アーカスのレジデンス・プログラムには、世界各
国の若手アーティストが参加してきました。こ

れまでに滞在したアーティストの国籍は、日本に加え
22 か国。アメリカ大陸からはアメリカ、カナダ、メキ
シコ。ヨーロッパからはフランス、ドイツ、スペイン、
デンマーク、フィンランド、セルビア・モンテネグロ。
中東からはパキスタン。アジアでは中国、韓国、台湾、
タイ、インドネシア、フィリピン、シンガポール、ベ
トナム、マレーシア、インド、そしてオーストラリア。世
界中のさまざまな国と地域が、過去から現在までの滞
在アーティストをとおして守谷とつながっているのです。

レジデンス・プログラムに参加した過去のアーティ
ストの総数は、いまや 67 名に達します。レジデ

ンス・プログラムは、滞在という「時間」と、生活を
とおして得られる「出会い」及び「経験」をアーティ
ストにもたらします。これらの要素は、アーティスト
が意識するにせよしないにせよ、何らかの形で彼らの
創作活動に影響することとなります。この意味で、守
谷の土地とアーカスは、アーティスト自身の過去と未
来をつなぐ地点になっているとも言えるでしょう。

昨年度から、アーカスは地域の皆さんが集うアー
ト・センターとしての機能をより充実させるべ

く、活動の枠を広げて更に進化中です。特にプログラ
ムの通年化をすることにより、だれもがいつでも好き
なときにアートに関われる場所へと変わりつつあります。

市内でちょっと目をひくチラシやポスターを見か
けたら、それはアーカスからのお知らせかもし

れません。メールマガジンでも定期的に案内を配信し
ていますので、アーカス・プロジェクトのホームペー
ジからご登録ください。そして、ぜひ一度もりや学び
の里にあるアーカス・スタジオをのぞいて、生きたアー
トに触れてみてください。

トークの様子（撮影：倉谷拓朴） キッズデイ（撮影：倉谷拓朴）

アーカス・スタジオ（撮影：倉谷拓朴）
ARCUS！
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《4/26開催！市民交流プラザオープン記念イベント》
いきいきフェア 2008　～子どもからお年寄りまでいきいきと暮らせる守谷～

　市民交流プラザのオープンを記念して楽しい一日を過ごしませんか。市民の皆さん、たくさんのご
来場をお待ちしています。
　日　時：４月 26 日（土）午前 10 時から午後 5時
　会　場：市民交流プラザ（御所ケ丘 5－ 25 －１）
　主　催：守谷市（守谷市民活動支援センター）、守谷市民活動交流会、共催：アクティオ（株）
　参加費：無料　　ゲーム受付：当日
　※駐車場は台数に制限がありますので、公共交通機関又は乗り合わせでの来場にご協力ください。
オープニングセレモニー 10：00～ 10：30
１階ギャラリー １階室内ゲーム教室 屋外
高齢者いきいき
ファッションコンテスト【賞】　
70 歳代 6人　80 歳代 6人　
90 歳代 3人（最高齢 95 歳）

10:30 ～
12:00

造形教室
1. おもしろアイロン
版画

　 クレヨンごしごし
色のおともだち

2. アクリル・クリア
グラフ

　 ウラを返したらア
ートだよ

　（同時開催）
　（未就学児～）

10:30 ～
12:00

早稲田ちんどん
研究会　練り歩き

10:30 ～
13:00

ストラックアウト
にチャレンジしよ
う！【賞】

13:00 ～
14:00

子
ど
も
た
ち
〜
中
高
年　

い
き
い
き
発
表
会
！

混声４部コーラス
“守谷混声ハーモニー”

13:00 ～
13:30

＜模擬店＞　11：00 ～ 17：00
　　団子、おこわ、焼きそば、
　　綿菓子、もちつき、そば
　　まんじゅう  他

茨城王“青木　智也”
トークショー

13:30 ～
14:30

大正琴演奏
“大正琴　山ゆり会”

14:30 ～
14:50

オカリナ演奏
“オカリーナ風の音”

15:00 ～
15:20

1. 竹とんぼつくり
（小４～）10 人※Ａ
2. お手玉つくり
（小４～）10 人※ B
   （同時開催）

12:30 ～
14:00 【賞】賞品あり

※ Ａ：小刀のできる方の参加
をお願いします（小刀は主
催者で用意）

※ Ｂ：針と糸の扱いのできる
方の参加をお願いします。
針と糸をご持参ください。
（その他は主催者で用意）

風船教室（どなたでも参
加OK）高校生がお手伝い

15:20 ～
15:50

マジックショー
“守谷マジシャンズクラブ”

15:50 ～
16:10

茨城県近代美術館が
おくるハイビジョン
上映会＜ハローミュ
ージアム＞
　（視聴覚室）

14:00 ～
16:00

（予定）

日本舞踊発表“彩の会”
創作ダンス“ダンススルーダ守谷”

16:10～ 16:40
16:40～ 16:55

閉会 17:00
市民活動団体パネル展示
つるし飾り

10:00 ～
17:00

ウオーキングイベント　　「春の大野川と斜面林を訪ねて」
　大野川沿いの斜面林やレンゲ畑の可憐な花を眺めながら、地域の歴史や自然を楽しむウオーキング
イベントに、皆さん奮ってご参加ください。
　なお、参加者の感想文を募集します。優秀作品には記念品（地元農産物）を進呈します。
●開催日：４月 29 日（火）昭和の日
●時　間：午前 9時集合～約４時間（全行程約 7km）
●集合場所：大野小学校校庭
●行　程： 大野小学校～ブルーベリー畑～山の神

～野木崎香取神社～斜面林脇～円山～
大野川～我慢の渡し（昼食　豚汁提供）
～常総運動公園～アサヒビール（工場
見学あり）

※ 途中のゴミを皆さんで回収しながら行くのも今
回の狙いです

●参加費： 大人 300 円、子ども 100 円（イベント
保険代含む。当日徴収）

●主　催：大野地区公民館　ふるさと大野を語る会
●共　催：守谷市民活動交流会
　　　　　大野地区環境保全活動組織（EPOP）
●協　賛：守谷環境情報ネットワーク
●後　援：守谷市
●申込期限：４月 24 日（木）
●申込先：市民活動支援センター
★アサヒビール工場の見学希望者は申込必要

10 6 46-3320
※新センターのサービス一覧は５月10日号に掲載！



サッポロさとらんど

��広報もりや2008.4.10

　

だ
れ
も
が
互
い
に
尊
重
し
、

責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性
別
に

か
か
わ
り
な
く
個
性
と
能
力
を

発
揮
す
る
こ
と
の
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち

の
共
通
の
願
い
で
す
。
少
子
高

齢
化
・
国
際
化
・
情
報
化
な
ど

の
急
速
な
進
展
に
よ
り
、
個
人

の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
が
進
む
社
会
情
勢
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
男

女
が
性
別
や
世
代
を
越
え
、
互

い
に
思
い
や
り
、支
え
合
う『
男

女
共
同
参
画
社
会
』を
実
現
す
る

こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
男
女
共
同
参
画
社
会
は
、

　

女
性
の
た
め
だ
け
の
社
会
？

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、男

女
が
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、

自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
、
職
場

や
家
庭
や
地
域
な
ど
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
参

画
で
き
る
機
能
を

持
ち
、
と
も
に
責

任
を
担
う
社
会
を

言
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
仕
事

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム

に
追
わ
れ
、
家
庭
を
振
り
返
る

余
裕
が
な
か
っ
た
男
性
も
多

く
、「
も
っ
と
子
育
て
や
家
族

と
の
時
間
を
持
ち
た
か
っ
た
」

と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
男
女

共
同
参
画
は
男
女
を
問
わ
ず
、

仕
事
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
個
人
が
そ
の
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
を
形
成
し
て
い

く
こ
と
で
あ
り
、
男
性
に
と
っ

て
も
重
要
な
問
題
で
す
。

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を

推
進
す
る
た
め
、
市
民
参
加
に

よ
る
条
例
検
討
会
を
発
足
し
、

策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
・
事
業
者
・
市
が
、
協
力
・

連
携（
＝
協
働
）し
、い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

札
幌
の
雪
祭
り
は
全
国
的
に

有
名
で
、
日
本
語
が
で
き
な
い

外
国
人
ま
で
も
、
そ
の
名
称
を

聞
け
ば
分
か
り
ま
す
。
外
国
人

と
し
て
、
相
撲
・
京
都
・
日
光

な
ど
以
外
に
行
っ
て
み
た
い
場

所
の
中
に
、
雪
祭
り
も
入
る
か

ら
で
す
。
私
は
相
撲
・
京
都
・
日

光
を
観
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

今
ま
で
本
州
し
か
観
光
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
雪

祭
り
に
行
け
る
機
会
が
あ
り
、

迷
わ
ず
申
し
込
み
ま
し
た
。

　

木
曜
日
の
夕
方
に
、
興
奮
し

て
い
る
外
国
人
グ
ル
ー
プ
は
大

洗
で
乗
船
。
皆
は
大
き
な
フ
ェ

リ
ー
に
ベ
ッ
ド
が
狭
く
て
も
、

大
浴
場
と
サ
ウ
ナ
が
あ
っ
た
の

で
航
海
中
と
て
も
楽
し
め
ま
し

た
。
19
時
間
後
、
北
海
道
の
苫

小
牧
に
着
き
、
電
車
で
札
幌
へ

行
き
ま
し
た
。少
し
疲
れ
て
も
、

ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
て

か
ら
、
す
ぐ
に
す
す
き
の
と
大

通
公
園
に
雪
像
と
氷
像
を
観
に

出
か
け
ま
し
た
。
芸
術
的
な
像

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
私
の

周
り
で
、
日
本
語
以
外
英
語
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
ロ
シ
ア
語
・

ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
韓

国
語
が
聞
こ
え
た
の
で
、
そ
の

祭
り
は
国
際
的
な
雰
囲
気
が
あ

り
ま
し
た
。ド
イ
ツ
人
な
の
に
、

太
陽
が
沈
ん
だ
ら
本
当
に
寒
く

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
早
く
ホ

テ
ル
に
帰
っ
て
、
次
の
日
の
た

め
の
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
大
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
２
回

目
、
北
海
道
で
初
め
て
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
を
し
に
行
き
ま
し
た
。

札
幌
か
ら
２
時
間
電
車
に
乗

り
、
ニ
セ
コ
に
着
き
ま
し
た
。

ゲ
レ
ン
デ
に
入
る
前
に
、
問

題
が
１
つ
出
て
き
ま
し
た
。
レ

ン
タ
ル
の
長
〜
い
行
列
！　

そ

れ
を
我
慢
し
て
か
ら
（
も
う
昼

に
な
っ
た
！
）
や
っ
と
滑
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
素
晴
ら
し

い
雪
は
良
い
気
持
ち
で
し
た
！

　

夜
帰
っ
た
と
き
に
、
皆
「
絶

対
に
も
う
１
回
滑
り
に
行
き
た

い
！
」
と
口
を
そ
ろ
え
て
言
い

ま
し
た
。
日
曜
日
を
休
養
に
充

て
て
、「
サ
ッ
ポ
ロ
さ
と
ら
ん

ど
」
を
観
に
行
き
ま
し
た
。
そ

の
日
の
天
気
も
完
璧
だ
っ
た
の

で
、
き
れ
い
な
背
景
で
写
真
を

撮
っ
て
、
友
達
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

月
曜
日
は
最
後
の
日
で
、
一

日
中
遅
く
ま
で
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
し
て
、
そ
の
後
苫
小
牧
か

ら
夜
中
に
出
発
し
て
い
る
フ
ェ

リ
ー
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
途

中
で
お
み
や
げ
を
買
っ
て
急
ぎ

ま
し
た
。
皆
は
い
く
つ
か
荷

物
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
荷

物
と
い
ろ
い
ろ
な
い
い
思
い
出

を
ま
と
め
る
た
め
に
、
19
時
間

の
帰
り
の
航
海
は
ち
ょ
う
ど
良

か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
日
時　

５
月
13
日
（
火
）
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
▼
会

場　

高
野
公
民
館
▼
対
象　

市

内
在
住
・
在
勤
の
方
20
名
※
超

過
の
場
合
抽
選
▼
参
加
費　

５
０
０
円
程
度
▼
申
込
期
限　

４
月
28
日
（
月
）

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課　

内
線
１
３
２

●
ブ
リ
タ
の
ケ
ー
キ
作
り
教
室

国際交流員
ブリタさんの

MORIYA
滞在記

MORIYA
滞在記

北海道＝最高！

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
ど
ん
な
社
会
な
の
？

日　　　時

4/25 （金）   午後６時～

５/８ （木）   午後３時～

５/23 （金）   午後６時～

６/12 （木）   午後３時～

６/27 （金）   午後６時～

７/10 （木）   午後３時～

７/25 （金）   午後６時～

８/７ （木）   午後３時～

８/22 （金）   午後６時～
※変更になる場合があります

男女共同参画推進条例検討会
会場：市役所1階大会議室
　　   ※ 7/10（木）のみ和室

 

春
の
渡
り
鳥
観
察
会

 

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

 

四
季
折
々
の

 

樹
木
の
手
入
れ
教
室

 

市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

期　日 内　容 会　場

５/10（土） 講話「樹木の手入れと道具の選び方」高野公民館

６/14（土）
講話「病害虫の予
防について」及び
実習

高野公民館

７/12（土） 実習 高野公民館

９/13（土）
10/11（土） ボランティア実習

けやき台
中学校

※時間は 10：00 ～ 12：00
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毎
年
５
月
の
初
め
こ
ろ
、
コ

チ
ド
リ
や
ム
ナ
グ
ロ
な
ど
シ

ギ
、
チ
ド
リ
の
大
群
が
西
大
木

地
区
の
水
田
地
帯
を
通
過
し
ま

す
。
さ
あ
、
み
ん
な
で
見
に
行

き
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

５
月
４
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
正
午
※
雨
天
中
止
▼

集
合　

午
前
８
時
30
分
市
役
所

正
面
駐
車
場
※
申
込
不
要
▼
観

察
場
所　

西
大
木
地
区
水
田
▼

指
導
者　

守
谷
鳥
類
調
査
会

▼
持
参
品　

筆
記
用
具
※
双
眼

鏡
・
ル
ー
ペ
・
図
鑑
な
ど
も
あ

れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い

▼
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
Ｇ　

内
線
２
７
２

▼
日
時　

５
月
11
日
（
日
）
午

前
９
時
受
付
※
予
備
日
18
日

（
日
）
▼
会
場　

常
総
運
動
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
対
象　

ペ

ア
の
ど
ち
ら
か
が
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
・
在
ク
ラ
ブ
の
方

で
構
成
さ
れ
た
ペ
ア
▼
種
目　

男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
戦
▼
競
技
方

法　

６
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
※
12
ポ

イ
ン
ト
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
▼
参
加

費　

１
ペ
ア
２
０
０
０
円
▼
申

込
方
法　

４
月
25
日
（
金
）
ま

で
に
、
参
加
費
を
添
え
て
窓
口

で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ　

内
線

２
７
８

▼
日
時　

５
月
25
日
（
日
）
午

前
９
時
受
付
▼
会
場　

常
総
運

動
公
園
総
合
体
育
館
▼
部
門　

１
部
上
級
者
／
２
部
中
級
者
／

３
部
初
級
者
／
４
部
小
学
５
〜

６
年
生
／
５
部
小
学
１
〜
４
年

生
※
５
部
は
保
護
者
が
審
判

を
行
う
。
申
込
人
数
に
よ
り

部
門
変
更
あ
り
▼
対
象　

１
部

〜
３
部
は
ペ
ア
の
ど
ち
ら
か
が

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
市

体
協
所
属
チ
ー
ム
の
方
／
４
〜

５
部
は
市
内
在
住
・
在
学
の
方

▼
競
技
方
法　

男
女
別
ダ
ブ
ル

ス
※
５
部
制
に
よ
る
リ
ー
グ
戦

及
び
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
▼

参
加
費　

１
〜
３
部
１
ペ
ア

２
０
０
０
円
、
４
〜
５
部
１
ペ

ア
１
０
０
０
円
▼
主
催　

守
谷

市
教
育
委
員
会
、
守
谷
市
体
育

協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
▼
申

込
方
法　

５
月
12
日
（
月
）
ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
、
窓
口

で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ　

内
線

２
７
８

　

団
塊
の
世
代
の
皆
さ
ん
、
四

季
折
々
の
樹
木
の
手
入
れ
の
技

術
を
学
ん
で
、
地
域
活
動
に
役

立
て
て
み
ま
せ
ん
か（
全
５
回
）

▼
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
方
20
名
※
超
過
の
場
合
抽

選
▼
講
師　

斉さ
い
と
う
こ
う
せ
い

藤
晃
生
氏
（
も

り
や
生
き
生
き
ラ
イ
フ
リ
ー

ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
者
）
▼
参
加

費　

実
費
▼
持
参
品　

筆
記
用

具
▼
申
込
方
法　

往
復
は
が
き

に
、
住
所
・
氏
名
・
年
代
・
電
話

番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、４
月

28
日
（
月
）
ま
で
に
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生

涯
学
習
課
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▶期　　間　５月 10 日（土）～ 11 月 23 日（日）
　　　　　　午前９時～正午　※全 21 回
▶会　　場　中央公民館ほか
▶対　　象　 市内在住の小学1～中学3年生の方

30名
▶費　　用　１名 500 円　※教材費
▶準 備 品　足袋、浴衣（応相談）

楊
ようめいじ

名時太極拳守谷同好会
20周年記念講演　入場無料
▶日　時　5月 25 日（日）午後 0時 30 分開場
　　　　 •会員有志による 24 式太極拳演舞
　　　　 •バンスリ（竹笛）演奏　 •講演会

▶運営団体　守谷市文化協会
▶申込方法　往復はがきに、住所・氏名・学年・
電話番号を記入し、４月 30 日（水）必着で申
込む

▶申込・問合先　樋口身知子　〒 302-0115　守谷
市守谷甲 2311-1　☎ 46-2268
　※留守の場合は、メッセージを入れてください

▶会　場　中央公民館ホール
▶講　師　石

いしだ

田尚
なお み

身先生、小
こまつざき

松崎貴
き え

枝先生
　　　　　「健康法としての太極拳」
▶後　援　守谷市教育委員会
▶問合先　賀久☎ 45-0732、福田☎ 48-3966

文化庁の委嘱を受けた（財）伝統文化活性化国民協会の事業です

《第４回伝統文化子ども教室》参加者募集
守谷市文化協会による踊り・民謡・お琴の教室で　国民文化祭「子供芸術祭」（日立市）、芸能祭に出演します
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公民館・もりや学びの里・東板戸井集会所
・文化会館定期使用サークルの紹介

～皆さんの活力＂元気もりや＂を支えています～
※ 問合せは、公民館・文化会館サークルについては各公民館・文
化会館へ、学びの里・東板戸井集会所サークルについては市役
所生涯学習課へお願いします

中央公民館  守谷市百合ケ丘 2-2540- １　☎ 48-6731

No. サークル名 内容 会員募集の
有無（参考）No. サークル名 内　容 会員募集の

有無（参考）
1 コールリリーズ コーラス 有 41 守谷短歌会 短歌 有
2 マザーグース 童謡 有 42 短歌会　せせらぎ 短歌 有
3 伝統芸能こぶし 伝統芸能太鼓 有 43 アムウ 編物 無
4 人形劇クラブ 人形劇 有 44 のばら 染色 有
5 カトレア 大正琴 有 45 はなみずき パッチワーク 有
6 守谷輝風会 大正琴 有 46 ショコラ フラワーアレンジ 有
7 守谷ギター・アンサンブル クラシックギター 有 47 ひまわり レザークラフト 無
8 オカリーナ風の音 オカリナ 有 48 木版画クラブ 木版画 有
9 ひばりの会 健康体操 無 49 絵手紙サークル 葦かび 絵手紙 有
10 ゆうゆうクラブ 健康体操 有 50 守谷きりえサークル きりえ 有
11 いきいき体操 健康体操 有 51 俳画クラブ 俳画 有
12 ストレッチ体操クラブ 健康体操 有 52 松篆研究会 印作り 有
13 気功サークル 気功 有 53 一彩会 日本画 無
14 楊名時太極拳守谷同好会「心和」A 太極拳 有 54 クラブイーゼル 洋画 有
15 楊名時太極拳守谷同好会「心和」Ｂ 太極拳 有 55 パレット 油絵 有
16 かとれあ 着付け 有 56 ＭＦヨガ ヨガ 有
17 ラルゴ ヴァイオリン 有 57 書道クラブ 書道 有
18 リコーダーコンソート　りりぃ リコーダー 有 58 書道クラブ　Ａ 書道 有
19 ぐみの会 女性セミナー 無 59 守谷フォトクラブ 写真 有
20 こすも 女性セミナー 無 60 写友　ふれあい 写真 有
21 かみふうせん 女性セミナー 有 61 守谷市囲碁クラブ 囲碁 有
22 ミレニアム 女性セミナー 有 62 守谷市将棋クラブ 将棋 有
23 なでしこ 女性セミナー 有 63 花寿穂会 舞踊 有
24 あやめ 女性セミナー 有 64 木の芽会 料理 有
25 三水会 女性セミナー 無 65 からだにやさしい料理サークル 料理 有
26 ゆめ 女性セミナー 無 66 朗読アンサンブル　れもんの会 朗読 有
27 みやび 女性セミナー 有 67 守谷鳥類調査会 鳥類観察 有
28 輝き 女性セミナー 有 68 ベビーイングリッシュクラブ 母子交流 無
29 トマト 女性セミナー 有 69 ろーずまりー フォークダンス 有
30 思い草 古典講読 有 70 もりやの歴史を学ぶ会 歴史 有
31 さくらかい 読書会 有 71 福祉の会「ねこのて」 介護予防集会 有
32 お話　まつぼっくり 読み聞かせ 有 72 古文書サークル 古文書の解読 有
33 スピーチサロン 話し方 有 73 土やき 作陶 無
34 手話サークル　ふれあい 手話 有 74 窯炎 作陶 有
35 Ｔ . Ｅ . Ｐ 英会話 女性のみ有 75 陶芸クラブ 作陶 有
36 にこにこ産婆 助産師 有 76 ろくろクラブ 作陶 有
37 フレンド　Ａ 英会話 有 77 どろんこクラブ 作陶 無
38 フレンド　Ｂ 英会話 有 78 つちのこ 作陶 無
39 中国語サークル 中国語 有 79 窯ぐれクラブ 作陶 無
40 山ゆり俳句会 俳句 有
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郷州公民館　守谷市みずき野 5-3-3　☎ 48-6711

No. サークル名 内容 会員募集の
有無（参考） No. サークル名 内　容 会員募集の

有無（参考）
1 ウェルネスＫ 体操 無 26 アマポーラ スペイン語 有
2 みずき野健康体操クラブ 体操 有 27 琴の和クラブ 大正琴 有
3 ファーストエアロビクス エアロビクス 無 28 ポムパラム 韓国語 有
4 ブルームーン フラダンス 有 29 郷州歴史会 歴史 有
5 ワイキキ フラダンス 無 30 お茶を楽しむ会 茶道 有
6 レッツ ダンス 社交ダンス・卓球 有 31 葦の会 読書会 有
7 郷州ピンポンクラブ 卓球 無 32 みずき野囲碁クラブ 囲碁 有
8 シャル・ウィ・ダンス 社交ダンス 有 33 筝風車 筝曲 有
9 楼蘭A 太極拳 有 34 絵画サークル　アスール 絵画 有
10 楼蘭B 太極拳 有 35 七宝焼　カトレア 七宝焼 有
11 ベルフォーレ コーラス 無 36 七宝焼クラブ ひまわり 七宝焼 有
12 エンジェルハウス 親子交流 有 37 きつつき 木彫り 無
13 やんちゃコアラクラブ 親子交流 有 38 メロディーランド リトミック 有
14 プレバレエサークル 子どものバレエ 無 39 花みずき歌の会 歌 無
15 スワニルダの会 バレエ 有 40 カサブランカ歌の会 歌 無
16 談話室花みずき 談話室 無 41 みずき会輪投げサークル 輪投げ 有
17 よさこいMORIYA よさこい踊り 有 42 やさしい大人のピアノサークル ピアノ 有
18 やさしいヨガ ヨガ 有 43 ラディッシュクラブ 料理 有
19 もりや親子ソーランクラブ よさこい踊り 有 44 口福倶楽部 料理 有
20 絵手紙サークル「葦かび」絵手紙 有 45 仲良しクラブ 料理 無
21 みずき野大正琴クラブ 大正琴 有 46 郷州小 PTA料理クラブ 料理 無
22 大正琴山ゆり会 大正琴 有 47 にはち会 手打ちそば 有
23 ウクレレサークル・ポロン ウクレレ 有 48 キャロットクラブ 料理 無
24 ファン・チャット・クラブ 英会話 有 49 サフラン 料理 有
25 フォトサークル悠遊 写真 有

高野公民館　守谷市高野 935　☎ 45-5411

No. サークル名 内容 会員募集の
有無（参考） No. サークル名 内　容 会員募集の

有無（参考）
1 あむあむ 編み物 有 28 押花サークル　あじさいの会 押花 有
2 みつばちクラブ 育児サークル 有 29 和紙ちぎり絵サークル ｢四季彩」ちぎり絵 有
3 イングリッシュ・サロン 英会話 有 30 ラビット トールペイント 有
4 語人会 英会話 無 31 かざぐるま パッチワーク 有
5 ハートｔｏハート 英会話 有 32 かおりの会 ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 無
6 マンスリーリスニングクラブ 英会話 有 33 花ごよみ ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 有
7 守谷アンサンブルオーケストラ アンサンブルオーケストラ 有 34 陽だまりの花 ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 有
8 ハーモニー松ヶ丘 合唱 有 35 プリザーブドクラブ花組 プリザーブドフラワー 有
9 守谷少年少女合唱団 合唱 有 36 おかめ連 阿波踊り 有
10 オカリナ「そよかぜ」 オカリナ 無 37 守谷ひょうたん連 阿波踊り 有
11 ひまわりコーラス 唱歌 有 38 金曜会 社交ダンス 無
12 ハーモニカクラブ　トレモロ ハーモニカ 有 39 高野ダンスサークル 社交ダンス 有
13 守谷ファンキー・ブラス ブラス・アンサンブル 有 40 こすもす 社交ダンス 有
14 フルートアンサンブル「もりの笛」フルート 有 41 すみれの会 社交ダンス
15 箏さくらの会 筝 有 42 ダンス同好会 社交ダンス 無
16 高野囲碁クラブ火曜会 囲碁 有 43 ひまわり 社交ダンス 無
17 高野月・金曜囲碁クラブ 囲碁 無 44 ゆりの会 社交ダンス 有
18 高野卓球クラブ 卓球 無 45 ジュニアダンスクラブ 小中学生のダンス 有
19 高野まちづくりの会 コミニュケーション 無 46 彩の会　親子サークル 日舞 無
20 守谷ロータリークラブ 社会奉仕 有 47 リナフラダンスサークル フラダンス 有
21 美容トレーニング 健康体操 有 48 守谷子どもミュージカル ミュージカル 有
22 自彊体操クラブ 自彊術 無 49 守谷あやめ会 民舞 有
23 ストレッチＫ ストレッチ体操 有 50 ボールペン字サークル ボールペン字 有
24 ダンススルーダ守谷 ストレッチ体操 無 51 苺クラブ 料理 無
25 守谷太極拳の会 太極拳 有 52 松ヶ丘小PTA料理クラブ 料理 無
26 さくらの会 絵手紙 有 53 朗読「ののはな」 朗読 無
27 シクラメン 絵手紙 無
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北守谷公民館　守谷市板戸井 1977-2　☎ 47-0111

No. サークル名 内　容 会員募集の
有無（参考） No. サークル名 内　容 会員募集の

有無（参考）
1 アートフラワー　かすみ草 アートフラワー 有 23 ラベンダー　レース トールペイント 有
2 アトリエ　キャンバス 油絵 有 24 口琴クラブ ハーモニカ 有
3 ＢＲＡＶＯⅡ エアロビクス 有 25 きらら ビーズ 無
4 Ｐｉｙｏ Ｐｉｙｏ ママ エアロビクス 有 26 シャインズ ビーズ 有
5 さくら 絵てがみ 有 27 守谷フォークダンスサークル フォークダンス 有
6 ひだまり 絵てがみ 無 28 メロディーランド リトミック 有
7 パステル　シュガー オカリナ 有 29 レタスクラブ 料理 有
8 輪の会 踊り 有 30 北守谷太鼓クラブ 打楽器 有
9 Ｄ olce（ドルチェ） コーラス 有 31 守谷ふれあい太鼓 和太鼓 有
10 紫光会 かな習字 有 32 月曜気功会 気功 有
11 メロディーの会 歌謡 有 33 風花 和食料理 有
12 守谷空手道愛好会 空手 有 34 Ｍｏｄｅｒｎ　Ｔｉｍｅｓ 英会話 有
13 気功クラブ 気功 有 35 メンズクッキング北守谷 料理 有
14 健康気功 気功 有 36 太極拳悠景 太極拳 有
15 WAKU WAKU! コーラス・ミュージックベル 有 37 カラニフラサークル フラダンス 無
16 フォトクラブ写遊 写真 有 38 茶道きれいさびの会 茶道 有
17 少林寺拳法 少林寺拳法 有 39 和のキルトつくし 和のパッチワーク 有
18 健美体操クラブ 自彊術 無 40 ジュニアアンサンブルもりや アンサンブル 有
19 松前台短歌会 短歌会 有 41 囲碁土曜会 囲碁 有
20 北守谷書道クラブ 書道研究 有 42 てくてくリトミッククラブ 親子リトミック 有
21 北守谷ＳＤＣ スポーツダンス 有 43 カントリーダンス ダンス 有
22 レンブラント デッサン 有

もりや学びの里　守谷市板戸井 2418　☎ 48-0525（問合せ：市役所生涯学習課）

No. サークル名 内　容 会員募集の
有無（参考） No. サークル名 内　容 会員募集の

有無（参考）
1 レインボー バドミントン 無 16 おはなしクラブわらべ お話会練習 有
2 バミトンサークル バドミントン 有 17 友円 健康太極拳 有
3 ＭＬダンスクラブ ダンススポーツ 無 18 華の会 踊り練習 有
4 守谷BTC バウンドテニス 有 19 簡単エアロビクス エアロビクス 有
5 バドちゃん バドミントン 無 20 気功仲間 気功 有
6 ラビットバドミントン バドミントン 無 21 ウィンドアンサンブル守谷 吹奏楽練習 有
7 よろこび ソフトバレーボール 有 22 ふれあい窯 作陶 有
8 ＲＢＣ バドミントン 無 23 ふきの陶 作陶 有
9 フレンダース バドミントン 無 24 陶友会 作陶 有
10 ドリームキッズ バスケットボール 有 25 名人会 作陶 無
11 ファミリーサークル バドミントン 無 26 ほのほ 作陶 有
12 守谷空手サークル 空手 有 27 サークル手びねり 作陶 有
13 気功サークル 気功 有 28 白萩 作陶 有
14 こまくさクラブ バウンドテニス 無 29 かいらぎクラブ 作陶 無
15 箏・三絃クラブ こと合奏 有

東板戸井集会所　守谷市板戸井 2341　☎ 45-0452（問合せ：市役所生涯学習課）

No. サークル名 内　容 会員募集の
有無（参考） No. サークル名 内　容 会員募集の

有無（参考）
1 野菊 歌練習 無 6 守谷混声ハーモニー コーラス 有
2 手編みＢクラス 手編み 有 7 喜舟会 民謡教室 有
3 木曜書道の会 書道 有 8 觀世流謡曲守谷楽謡会 守谷楽謡会 無
4 書道友の会 書道 無 9 守谷有機農園クラブ 月例会 有
5 手編みＣクラス 手編み 有 10 守谷ギターフレンズ ギター練習 有
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 作品展
▶日時　５月 17 日（土）・18 日（日）
　　　　午前９時～午後４時 00 分
　　　　（18 日は午後３時 00 分まで）
▶会場　郷州公民館　１階ロビー、２階各部屋
▶内容　写真・絵画・絵手紙・木彫り・七宝焼・
　　　　生花

 発表会
▶日時　５月 18 日（日）午前 10 時～午後４時
　　　　４時 30 分閉会式　　　　　　　　　　
▶会場　郷州公民館 1階集会室
▶内容　大正琴・よさこい踊り・カラオケ・箏曲・
　　　　コーラス・ウクレレ・フラダンス・太極拳・
　　　　社交ダンス

 バザー
▶日時　５月 17 日（土）午前 10 時～
▶会場　郷州公民館　1階ロビー、駐車場
▶内容　七宝焼・染色小物、そば試食コーナー、
　　　　野菜広場、お菓子・コーヒーコーナー

問合先：郷州公民館　☎48-6711

～　いきいきフェスタ in ＧＯ！集「環境」
第１部まなび広場・第２部交流広場　～

第1部
▶日時　５月 17 日（土）午前 10 時～午後４時
▶内容　 「食事のバランスと健康」、「成人病」、

「環境」、「明るい家庭づくり」、「子ど
も歴史文化活動」、「安心・安全街づく
り」、「守谷さんちの牛乳」ほか

第２部
▶日時　５月 24 日（土）　午後１時 30 分～４時
▶内容　 「交通シンポジウム」10 年、15 年先の

公共交通網を考えてみませんか

文化会館　守谷市久保ケ丘 1-19-2　☎ 48-7911

No. サークル名 内　容 会員募集の
有無（参考） No. サークル名 内　容 会員募集の

有無（参考）
1 書道クラブ 毛筆書写 有 23 ホームヨーガ ヨガ 有
2 書道サークル 毛筆書写 有 24 朋友会 日本舞踊 有
3 書風の会 毛筆書写 有 25 新守谷あやめ会 民舞 有
4 アトリエ絵我楽 油絵 有 26 友舞教室 新舞踊 有
5 絵の広場 油絵 有 27 大井空手道クラブ 空手 有
6 サークル・アート 油絵 有 28 手話サークル　トゥインクル 手話 有
7 アトリエ彩 油絵 有 29 大正琴浪漫クラブ 大正琴 有
8 守谷ペインティングクラブ 油絵 有 30 琴麗会 大正琴 有
9 絵手紙パレット 絵手紙 有 31 琴・三絃クラブ 琴・三絃 有
10 はがき絵サークルむくろじ はがき絵 無 32 新守谷社交ダンスクラブ 社交ダンス 有
11 コスモス 戸塚刺繍 有 33 ダイヤモンドナイト 社交ダンス 有
12 手編み教室（Ａ） 手編み 有 34 フラサークル　モハラ フラダンス 有
13 手編み教室（Ｄ） 手編み 無 35 ハイビスカス フラダンス 有
14 アンジュ ステンドグラス 無 36 護身空手道 武道 有
15 ショコラ フラワーアレンジメント 有 37 水曜会 囲碁 有
16 光和会 生け花 有 38 さくら会 うた 有
17 ブーケピンク トールペイント 有 39 木鉢（こね）の会 そば作り 無
18 バーガンディーローズ トールペイント 有 40 クッキング・エンジョイ 料理 有
19 アンティークローズ トールペイント 有 41 クッキング・ミセス 料理 有
20 守谷健康文化フォーラム 気功 有 42 Little　Star 親子英会話 無
21 ボディ・バランス・エクササイズ 健康体操 有 43 パンフラワー紫陽花 パンフラワー 有
22 木曜会 健康体操 有

みんなで楽しく学び合いましょう！！

第１５回　郷州公民館ふれあいまつり
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奥
州
相
馬
氏
の
危
機
と
飛
躍

　

鎌
倉
時
代
の
末
期
、
相
馬
重し
げ
た
ね胤
は
北
条
得
宗
家
の
圧

政
か
ら
奥
州
の
領
地
を
守
る
た
め
、
住
み
慣
れ
た
下
総

国
か
ら
奥
州
へ
移
住
し
た
。
通
説
で
は
、
元げ
ん
こ
う亨
三
年
四

月
に
重
胤
以
下
八
十
三
騎
で
流
れ
山
（
流
山
市
）
か

ら
太お
お
た
べ
っ
し
ょ

田
別
所
館
（
南
相
馬
市
）
へ
下げ
こ
う向
し
た
と
さ
れ

る
が
、
最
近
の
研
究
で
は
、
移
住
時
期
は
元
亨
元
年

（
一
三
二
一
）
十
月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
の
間
、
居
館

は
小お
だ
か高
村
の
堀
の
内
館
（
南
相
馬
市
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　

重
胤
以
下
の
奥
州
相
馬
氏
系
図
は
次
の
通
り
。

重
胤
│
親ち
か
た
ね胤
│
胤た
ね
よ
り頼
│
憲の
り
た
ね胤
│
胤た
ね
ひ
ろ弘
│
重
胤―
高た
か
た
ね胤―

盛も
り
た
ね胤
│
顕あ
き
た
ね胤
│
盛
胤
│
義よ
し
た
ね胤
│
利と
し
た
ね胤
│
義
胤
＝

忠た
だ
た
ね胤
┤
貞さ
だ
た
ね胤

　
　

┌
昌ま
さ
た
ね胤
＝
叙の
ぶ
た
ね胤
│
恕も
ろ
た
ね胤
│
祥よ
し
た
ね胤
┤
樹む
ら
た
ね胤

　
　
　

 　

  

┌
尊た
か
た
ね胤　

　
　
　
　
　

┌
益ま
す
た
ね胤
│
充み
ち
た
ね胤
│

季と
し
た
ね胤
（
誠と
も
た
ね胤
）

　

安
住
の
地
を
求
め
て
奥
州
へ
移
住
し
た
相
馬
氏
に

も
、
何
回
か
存
亡
の
危
機
が
待
っ
て
い
た
。
最
初
の
試

練
は
移
住
ま
も
な
く
の
南
北
朝
争
乱
で
、
北
朝
に
属
し

た
重
胤
は
相
模
片
瀬
川
合
戦
で
北
畠
顕あ
き
い
え家
軍
に
敗
れ

鎌
倉
で
自
害
、
小
高
城
（
南
相
馬
市
）
も
落
城
し
多
く

の
一
族
が
戦
死
し
た
が
、
親
胤
は
足
利
尊
氏
に
従
い
転

戦
中
で
無
事
で
あ
っ
た
。

　

戦
国
末
期
は
宿
敵
伊だ
て
ま
さ
む
ね

達
政
宗
と
の
抗
争
で
、
中
・
南

奥
羽
で
政
宗
に
従
わ
な
い
の
は
相
馬
義
胤
た
だ
一
人

と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
最
大
の
危
機
を
救
っ
た
の
が
豊

臣
秀
吉
で
、
天
て
ん
し
ょ
う正
一
七
年
（
一
五
八
九
）
の
末
、
秀
吉

は
「
小
田
原
合
戦
」
に
奥
羽
の
大
名
・
領
主
に
対
し
参

陣
を
促
し
た
。
政
宗
も
不
本
意
な
が
ら
翌
年
の
六
月
に

小
田
原
へ
参
着
し
た
が
、
義
胤
は
参
陣
せ
ず
に
政
宗

に
奪
わ
れ
た
駒こ
ま
が
み
ね

ケ
嶺
城
・
新し
ん
ち地
城
（
新
地
町
）
の
奪

回
を
謀
り
、
却
っ
て
政
宗
に
相
馬
攻
め
の
口
実
を
与

え
て
し
ま
っ
た
。

　

だ
が
、
二
階
堂
氏
降
臣
の
箭や
た
の田
野
一
族
が
政
宗
に

反
旗
を
翻
し
大お
お
さ
と里
城
（
福
島
県
大
栄
村
）
に
籠
城
し

た
た
め
、
七
月
初
め
、
政
宗
は
相
馬
攻
め
を
中
止
し

て
大
里
城
攻
め
を
最
優
先
と
し
た
。
政
宗
は
秀
吉
か

ら「
奥お
う
う
し
お
き

羽
仕
置
」の
た
め
白
河（
白
河
市
）か
ら
黒
川（
会

津
若
松
市
）
ま
で
の
道
普
請
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
の

で
、
白
河
街
道
に
程
近
い
大
里
城
は
見
逃
す
訳
に
は

い
か
な
か
っ
た
。

　

七
月
末
、
義
胤
は
石
田
三
成
の
力
添
え
も
あ
っ
て

か
、
宇
都
宮
に
於
い
て
秀
吉
に
参
候
し
所
領
を
安
堵

さ
れ
、
十
二
月
に
は
京
都
に
於
い
て
四
万
八
千
七
百

石
の
朱
印
状
を
受
領
し
た
。
奥
州
相
馬
氏
が
小
田
原

に
参
陣
も
せ
ず
、
宇
都
宮
出
仕
で
所
領
召
上
を
免
れ

た
の
は
全
く
の
幸
運
で
、
相
馬
攻
め
を
回
避
さ
せ
た

大
里
城
の
頑
張
り
も
幸
運
を
呼
ぶ
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。

　

そ
の
三
成
に
恩
義
を
感
じ
て
か
、「
関
ヶ
原
合
戦
」

で
義
胤
は
参
戦
せ
ず
、
戦
い
が
決
着
つ
い
た
後
、
申

し
訳
程
度
に
上
杉
領
へ
夜
討
を
仕
掛
け
た
。
そ
の
二

年
後
の
慶
け
い
ち
ょ
う長
七
年
（
一
六
○
二
）、
徳
川
家
康
は
義
胤

の
領
地
を
没
収
し
た
が
、
嫡
子
利
胤
の
必
死
の
訴
え

が
認
め
ら
れ
旧
領
は
安
堵
さ
れ
た
。

　

慶
長
一
六
年
（
一
六
一
一
）
利
胤
は
居
城
を
小
高

城
か
ら
中
村
城
（
相
馬
市
）
へ
移
し
、
こ
こ
に
近
世
大

名
と
し
て
相
馬
中
村
藩
が
誕
生
し
た
。
所
領
は
標し
ね
は葉
・

行な
め
か
た方
・
宇う

だ多
郡
の
三
郡
、
家
禄
は
四
万
八
千
七
百
石
、

の
ち
六
万
石
の
大
名
と
し
て
、
以
後
、
一
度
の
国
替

え
も
な
く
、
明
治
維
新
ま
で
の
二
六
○
年
間
、
奥
州

相
馬
氏
は
中
村
藩
の
藩
主
家
と
し
て
存
続
し
た
。

下
総
相
馬
氏
の
歴
史
（
十
一
）

　

内
閣
府
で
は
、
平
成
20
年
度
に
実
施
す
る
国
際
交

流
事
業
（「
国
際
青
年
育
成
交
流
」「
日
本
・
中
国
青

年
親
善
交
流
」「
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流
」「
世

界
青
年
の
船
」「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」）
の
参
加

青
年
を
募
集
し
ま
す
。

▼
問
合
先　

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
共
生
社
会
政

策
担
当
）
付
国
際
第
１
担
当　

☎
03―

３
５
８
１―

１
１
８
１　

http://w
w
w
.cao.go.jp/koryu/

又
は
茨
城
県
女
性
青
少
年
課　

☎
０
２
９―

３
０
１

―

２
１
８
３

�
�
�
�
�

匍ほ
ふ
く匐
し
て
野の

の
笙
し
ょ
うを
聞き

く
春は
る

の
昼ひ
る中な

か
む
ら村　

信し
ん
い
ち一

再さ
い
か
い会
を
こ
こ
ろ
に
春は
る

の
赤あ
か

き
橋は
し西に

し
が
き垣
太た

く

ま
久
馬

春は
る
た立
つ
夜よ

徳と
っ
く
り利
ま
ろ
ぶ
冥め
い
ふ府
か
な

福ふ
く
だ田
一ひ

ろ

し
六
四

若わ
か

き
ら
に
い
た
わ
ら
れ
老お

ゆ
春は
る
な名
の
み

 

古ふ
る
さ
わ澤　

房ふ
さ
こ子

新に
い
づ
ま妻

の
手て

に
や
わ
ら
か
き
菜な

は
な花

か
な

古ふ
る
や谷　

幸ゆ
き
こ子

願ね
が

わ
く
ば
手て
そ
う相

の
掃そ
う
じ除

寒か
ん

の
水み
ず堀ほ

り
う
ち内　

　

昭
あ
き
ら

紅こ
う
ば
い梅
や
恋こ
い

の
成じ
ょ
う
じ
ゅ就を
願ね
が

ふ
絵え

ま馬松ま
つ
う
ら浦

ゆ
き
江え

春は
る
め
く
と
い
ふ
天て
ん
し
ん心
の
色い
ろ

さ
が
す宮み

や
も
と本　

徹て
つ
し志

揺ゆ

り
起お
こ

す
旋せ
ん
り
つ律
の
冬ふ
ゆ

ま
わ
り
道み
ち

諸も
ろ
ふ
じ藤

留る

み

こ
美
子

（
三
月
例
会
）

口く
ち
だ出
し
は
し
な
い
余よ
か
ん寒
の
街ま
ち

に
居い

る
山や
ま
だ田
美み

え

こ
枝
子

梵ぼ
ん
し
ょ
う

鐘
に
萱か
や
や
ね

屋
根
つ
ら
ら
溶と

け
始は
じ

む山や
ま
も
と本　

好よ
し
こ子

雪ゆ
き
だ
る
ま

達
磨
大お
お

き
く
据す

は
る
狭さ
に
わ庭
か
な青あ

お
き木　

松
し
ょ
う
ふ
う風

天て
ん
く
う空
を
悠ゆ
う
ぜ
ん然
と
灯と
も

し
花は
な
こ
ぶ
し

辛
夷

飯い
い
だ田
万ま

り

こ
里
子

鬼お
に
う打
ち
て
が
ぶ
り
食つ

き
た
る
恵え
ほ
う
ま
き

方
巻

飯い
い
ぬ
ま沼　

信の
ぶ
こ子

幸こ
う
ふ
く福

と
言い

え
る
日ひ

び々

か
な
犬い
ぬ

ふ
ぐ
り

池い
け
だ田　

愛あ
い
こ子

知し

ら
ぬ
子こ

に
抱だ

つ
こ
せ
が
ま
れ
四し
お
ん温

か
な

池い
け
だ田　

幸さ
ち
こ子

爪つ
め
き切
れ
ば
爪つ
め

も
老お

い
た
り
春は
る

か
な
し

井い

だ田　

春は
る
え江

春は
る

の
森も
り

見み

え
ぬ
獣け
も
のの
息い
き

づ
か
い 

小お
は
ら原　

末す
え
こ子
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▶日　　時　８月２・９・30 日、９月６日（土曜日、
　　　　　　計４日開催）　午後６時スタート
▶会　　場　市役所中庭（８月９日及び雨天時は
　　　　　　庁舎内ロビー）
▶募集団体数　22 団体
　※ 運営委員会で応募資格、該当団体であるか確

認後、超過の場合は抽選等により決定
▶演奏時間　１団体 18 分（入退場時間は別に５
　　　　　　分確保）
▶応募資格　 市内在住・在勤・在学の方で結成さ

れ、実行委員として活動可能な音楽
団体（生演奏に限る）

　※実行委員活動内容
　　 •会議への参加（２回程度）
　　 •リハーサルから片付け終了までの運営（出
　　　演日以外の１日、各団体２名）
▶申込方法　 所定の申込用紙（申込先・各公民館・

中央図書館・文化会館に用意）に
必要事項を記入し、窓口又は郵送・
FAXで申し込む 

▶申込期限　４月30日（水）午後５時15分必着
▶申込・問合先　市役所生涯学習課生涯学習Ｇ
　　　　　　　　〒 302-0198　守谷市大柏950-1
　　　　　　　　内線 273　 45-5703

～真夏の夕べ素敵なひととき～　市役所の中庭が音楽の広場に･･･

平成20年度　夕べのコンサート出演団体募集！！
　「夕べのコンサート」は、市民の皆さんに音楽の演奏や合唱のすばらしさをライブで味わっていた
だき、楽しいひとときを過ごしていただくとともに、地域に根ざした音楽活動の充実を図るため、
市役所中庭で開催されるコンサートです。
　昨年は、延べ約 1,500 名の来場者を魅了しました。日ごろの練習の成果を発表するためにも、ぜ
ひご応募ください。



年間貸出ベスト 5 発表！

　　　◆資料の検索はホームページから（パスワード登録で予約も可能）
　パソコン　http：//www.lib.moriya.ibaraki.jp　携帯電話　http：//mobile.lib.moriya.ibaraki.jp

としょかんへいこう！
４月の児童テーマ棚「ことば」

新しく入った本

桜がきれいな場所は？ 
➡「知ってる？守谷～地図資料編～」

の資料で探してみよう。
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　　　　　休 館 日 　毎週月曜日、４/30（水）、５/29（木）～６/５（木）
　　　　　開館時間 　中央図書館　　　午前 10 時～午後６時　※木曜日は午後１時～６時
   　各公民館図書室　午前９時 30 分～午後４時 30 分

4 ・ 5月

　一般書　
第 1位　名もなき毒／宮部みゆき（197 回）
第 2位　容疑者Ｘの献身／東野圭吾（183 回）
第 3位　赤い指／東野圭吾（139 回）
第 4位　陰日向に咲く／劇団ひとり（128 回）
第 5位　東京タワー／リリー・フランキー（127 回）

第１位「名もなき毒」は、2007 年 第 41 回 吉川
英治文学賞受賞作▶第２位と第３位は，当図書
館では人気の東野圭吾の作品。「赤い指」は、デ
ビュー作から数えてちょうど 60 作目▶「陰日向
に咲く」や「東京タワー」も
昨年度に引き続き人気があり
ました▶「国家の品格」や「女
性の品格」に代表される新書
ブームもまだまだ継続中です。

※詳しくは各館に備え付けの新着資料リストをご覧ください。図書館のホームページからもご覧になれます。
書　　名 著者名 出版社 所蔵館 ジャンル

ハプスブルク家 菊池　良生 ナツメ社 図 王室（外国）
いつもごちゃごちゃ整理のイロハ 野村　郁夫 アスカ・エフ・プロダクツ 高 事務管理
専門医がやさしく教える血糖値&
糖尿病 井藤　英喜 ＰＨＰ研究所 図 医　学

諸国物語 － ポプラ社 北 小説集
きせつの行事りょうり／キッズレシピ － 小学館 図 料理（児童書）
Ｔｈｅ　ｉｎｓｅｃｔ　ｓｔｏｒｉｅｓ
ｏｆ　Ｊ．Ｈｅｎｒｉ　Ｆａｂｒｅ

ジャン・アンリ・
ファーブル

講談社インター
ナショナル 図 洋書－英語

所蔵館の説明　　図：中央図書館　高：高野公民館　北：北守谷公民館 

昨年度、図書館でよく借りられた本は次のとおりでした。予約をして何か月も待たなくては
ならない状況は解消しています。未読の方も、既読の方も、この機会にぜひお読みください。

　児童書　
第 1位　はらぺこあおむし

　　　　　エリック＝カール（120 回）
第 2位　ハリー・ポッターと謎のプリンス　上

　　　　　Ｊ．Ｋ．ローリング（112 回）
第 3位　ハリー・ポッターと謎のプリンス　下

　　　　　Ｊ．Ｋ．ローリング（107 回）
第 4位　かいけつゾロリきょうふのプレゼント

　　　　　原ゆたか（90 回）
第5位　くれよんのくろくん／なかやみわ（87回）
　〃　　ポケモンをさがせ！クリスタル

　　　　　相原和典（87 回）

毎年、常連となっている「ハリー・ポッター」
を抑えて１位になったのは､永遠のベストセラー
「はらぺこあおむし」でした▶惜しくも１位には
なりませんでしたが、「ハリーポッター」シリー
ズは人気があります。なお、最終巻は７月 23 日
発売予定！▶かいけつぞろりは初ランクイン！
▶「くれよんのくろくん」と「ポケモンをさが
せ！」が同数でした。
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ふるさと自慢 戦火で消滅したまち「東京 御徒町」
とうきょう  おかちまちとうきょう  おかちまち

戦火で消滅したまち「東京 御徒町」
　
「
東
京
市
下
谷
区
御
徒
町
」

昭
和
９
年
生
ま
れ
の
私
が
誕
生

し
た
場
所
の
当
時
の
町
名
で
す
。

私
は
こ
こ
で
、
少
年
時
代
を
過

ご
し
ま
し
た
。
現
在
は
、「
東

京
都
台
東
区
」
に
編
入
さ
れ
、

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
シ
ョ
ッ
プ
の

あ
る
商
業
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
前
の
御
徒
町
は
、
上
野
・

浅
草
・
神
田
等
に
囲
ま
れ
た
、

ご
く
普
通
の
「
下
町
」
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、日
が
な
一
日
、

小
学
校
に
隣
接
す
る
公
園
や
路

地
裏
で
、
鬼
ご
っ
こ
、
か
く
れ
ん

ぼ
、
メ
ン
コ
、
ベ
ー
ゴ
マ
、
と
ん

ぼ
と
り
、
ゴ
ム
ま
り
の
野
球
等

で
遊
び
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
先
の
戦
争
に
伴

う
東
京
空
襲
が
、
こ
の
町
と
周

囲
を
焼
け
野
原
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
こ
そ
、
富
士
山
か
ら
筑
波

山
ま
で
一
望
で
き
ま
し
た
。

　

当
時
の
食
糧
難
・
住
宅
難
は

深
刻
で
、
上
野
駅
周
辺
に
は
ヤ

ミ
市
（
現
在
の
ア
メ
横
）
が
立

ち
、
浮
浪
者
・
戦
災
孤
児
・
傷
し
ょ
う

痍い

軍
人
等
が
、
哀
れ
を
誘
い
ま

し
た
。

　

戦
後
の
流
行
歌「
青
い
山
脈
」

の
歌
詞
に
、「
焼
け
跡
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
戦
災

に
よ
る
「
焼
け
跡
」
は
、
私
の

「
出
発
点
」で
あ
り「
ふ
る
さ
と
」

で
す
。

　

現
在
は
、
こ
の
守
谷
で
、
平

穏
な
老
後
生
活
を
送
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
60
数
年

前
に
父
と
母
と
子
ど
も
た
ち

が
、あ
の「
焼
け
跡
」に
立
っ
て
、

遠
く
の
山
脈
の
向
こ
う
に
夢
見

た
「
幸
せ
の
棲す

む
街
」
が
、
こ

こ
に
現
出
し
た
か
の
如
く
で
す
。

　

世
界
の
各
地
で
は
、
い
ま
だ

に
紛
争
の
絶
え
間
が
な
く
、
難

民
の
子
ど
も
た
ち
を
ニ
ュ
ー
ス

等
で
見
ま
す
と
、
私
の
少
年
時
代

を
思
い
出
し
、
胸
が
痛
み
ま
す
。

宮
みやもと

本 昌
まさきち

吉さん
（松ケ丘２）

リレーインタビューリレーインタビューリレーインタビュー

常総ドリームボーイズ
スポーツ少年団

左から

染
そめのようへい

野陽平さん、松
まついたかあき

井孝晃さん、

木
きむらなおふみ

村直史さん、佐
さ さ き

々木陽
ようすけ

介さん

新御徒町

守谷

秋葉原
東京都

埼玉県

千
葉
県

つ
く
ばエクスプレス

全
国
大
会
出
場
者
紹
介

全
国
大
会
出
場
者
紹
介

●
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ 

内
線 

２
７
８

日本短水路選手権
水泳競技大会

50m平泳ぎ6位入賞

吉
よしだ

田 光
みつひろ

宏さん
（みずき野７）

全国高校駅伝

土浦日大高校
若
わかばやし

林　拓
たく

さん
（御所ケ丘４）

第38回日本少年野球
春季大会オオタカが庭に！

　大山新田在住の笠見和子さんか
ら、なかなか近くで見ることので
きない野鳥・オオタカの写真を投
稿していただきました。
　エサを追って飛んできたオオタ
カが、家の軒下にぶつかって倒れ
ているところを急いで撮影したそ
うです。この後、無事元気に飛ん
でいったとのことです。
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Moriya Photo News

本画っておもしろい！
はじめての日本画教室（3/9）

に無理なく運動を！
水中ウォーキング教室（3/12～ 14）

ートな守谷を実感！
第23回守谷市美術作家展（3/2～ 9）

　守谷で活躍する美術作家の皆さんの作品を一挙
に展示する「守谷市美術作家展」が、中央公民館
で開催されました。
　日本画、木版画、洋画、工芸美術、書、写真と
さまざまな力作が展示され、来場者を楽しませて
くれました。

　中央公民館では、
守谷市美術作家展会
期中に、小学３年生
から高校生を対象と
した日本画教室を開
催しました。
　参加者たちは、真
剣な眼差しで野菜や
果物をスケッチし、
岩絵具で思い思いに
彩色。色鮮やかで個
性的な日本画が完成
しました。

　常総運動公園室内温水プールで、水中ウォーキ
ング教室が開催されました。
　参加した 20 名は指導員から「水圧・浮力・抵抗・
水温の４つの効果」などを学び、水中ウォーキン
グを楽しみました。体に無理なく運動できるので、
続けられそうですね。

ア

日

体
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川敷の自然を守ろう！
利根川左岸河川敷クリーン作戦（3/2）

●まちの話題を写真記事でお届けします

　ユニークな理科実験を行う「光と色のふしぎ探
検 !」が郷州公民館で開催されました。
　この講座は、前回好評だったため今回で 2回目。
参加した小学生 31 名は、LEDで光のジュースを
作り、灯りを消した部屋で、青や緑に輝く光を楽
しみました。

学をもっと楽しもう
光と色のふしぎ探検！（3/16）

　保健センターにて、全３回にわたり開催された
「女性のための健康講座」。
　この講座では、更年期の心と身体のメカニズム
や、食事・運動など自己管理の重要性が説明され、
参加者は骨盤底筋の体操などを実践しました。

んなでヘルスケア
女性のための健康講座（3/7 ･ 14 ･ 18）

心して遊べる憩いの公園に
くりのき公園樹木剪

せんてい

定・間伐作業（3/1）

MORIYA
フォトニュース
MORIYA
フォトニュース
MORIYA
フォトニュース

　みずき野「くりのき公園」の樹木剪定・間伐作
業を、みずき野町内会の皆さんと市職員が協働で
実施しました。
　当日は、皆さんで協力しながら手際よく作業が
進み、子どもたちが安心して遊べる憩いの公園と
なりました。

　河川敷の自然環境を守るため、利根川左岸河川
敷環境保全実行委員会主催のクリーン作戦が実施
されました。
　当日は、836 名の方が参加し、7.65 ｔのゴミを
収集しました。きれいになった河川敷を、皆さん
の手でこれからも守っていきましょう。

科

み

安

河
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担当　保健センター・学校給食センター・児童福祉課

「糖分」の取り過ぎに気をつけましょう！①「糖分」の取り過ぎに気をつけましょう！①

考えてみよう！「食」のこと

守 谷 市 役 所
〒 302-0198　守谷市大柏 950-1

 ☎0297-45-1111（代表）

http://www.city.moriya.ibaraki.jp/

 発行者　守谷市長　 会 田　真 一

 編　集　守谷市役所総務部秘書課

4月の納期
• 固定資産税・都市計画税 ……… １期

• 国民健康保険税 ………… １期

• 介護保険料 ……………… １期

粗大ごみ収集日

休日・夜間緊急診療所
取手医師会病院（小児科除く）

☎０２９７－７８－６１１１
取手協同病院（小児科 : 水曜日除く）

☎０２９７－７４－５５５１
総合守谷第一病院（小児科：水曜日）

☎４５－５１１１

人口と世帯数
平成 20年 3月 25日現在

前月比

  昨年同月人口　  56,465 人

モバイル！ もりや

携帯電話から市の情報を入手できます
http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/

  ◆主な内容◆
• もりやチャリナビ
•ポケット防災ガイド
•図書館蔵書検索
•バス及び鉄道時刻表
•スポーツ施設予約
•緊急診療案内

２
０
０
8
年
4
月
10
日
発
行　

広
報
も
り
や
第
５
２
６
号

※
こ
の
広
報
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

世　帯
人　口
　男
　女

20,710 戸
58,012 人
29,393 人
28,619 人

5月のし尿収集日

申 込 日 収 集 日
 4/21 ～  4 / 25 5/ 14
 5/12 ～  5 /16   5/ 28
 5/26 ～  5 / 30 6/ 11

★ ジュースや炭酸飲料などの清涼飲料水にはたくさんの糖分が含ま
れています。ペットボトルなど身近にある清涼飲料水の「表示」を
見てみましょう！ 一体どれくらいの糖分が入っているのでしょう
か？ 炭水化物の表示が大体の砂糖の含量です。炭水化物が砂糖な
どの糖類（砂糖・果糖・ぶとう糖など）と考えられます（果汁の多
いジュースの場合は、この数字に果汁・食物繊維を含む）。１日に
取れる砂糖の量は資料にもよりますが、約 20gと言われています。

※ 上記の３種類はあくまで一般的なものです。メーカーによっても糖分
量は違います

※  500ml 入りのペットボトルでも、栄養素の表示は 100ml 中の場合が多
いので注意しましょう　　　　　　　　　　　＊次回も砂糖のお話です

炭酸飲料（サイダー等）
栄養成分表示（100ml 当り）

スポーツ飲料
栄養成分表示（100ml 当り）

果汁10％入り飲料
栄養成分表示（100ml 当り）

エネルギー 40kcal
たんぱく質 ０g
脂質 ０g
炭水化物 10.1g
ナトリウム 19 ㎎
ビタミンB6 0.3 ㎎
ビタミンC 286 ㎎
パントテン酸 0.7 ㎎

エネルギー 27kcal
たんぱく質 ０g
脂質 ０g
炭水化物 6.7g
ナトリウム 49 ㎎
カリウム 20 ㎎
カルシウム ２㎎
マグネシウム 0.6 ㎎

エネルギー 36kcal
たんぱく質 ０g
脂質 ０g
炭水化物   9.1g
ナトリウム ７㎎
ショ糖 ０g

ボトル１本に入っている
と考えられる糖分の量

ボトル１本に入っている
と考えられる糖分の量

ボトル１本に入っている
と考えられる糖分の量

100ml
中の
糖分

10.1g

とうぶん

500ml 中の
糖分は 50.5g
500ml中の
糖分は50.5g

100ml
中の
糖分

  6.7g

とうぶん

500ml 中の
糖分は 50.5g
500ml中の
糖分は33.5g

100ml
中の
糖分

 9.1g

とうぶん

500ml 中の
糖分は 50.5g
500ml中の
糖分は45.5g

（＋124戸）
（＋127人）
（＋  63人）
（＋  64人）

 日 区　　　分
  1 2 7 大井沢地区
 9 12 13 大野地区
 15 16 19 高野、乙子、南守谷地区
 21 22 － 原、原本町、北園
 26 27 － 小山、奥山新田、奥山本田、
 29 30 － 辰新田、同地、赤法花

5ｇ入りのスティックシュガー
におきかえると

5ｇ入りのスティックシュガー
におきかえると

5ｇ入りのスティックシュガー
におきかえると

約10
本分 約7本分 約9本分

炭水化物の
表示が大体の
砂糖の含有量
です

※


